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平安期の進退・進止について

石
井
氏
は
、
進
退
・
進
止
の
用
例
を
つ
ぶ
さ
に
吟
味
し
た
上
で
、
そ
れ
は
「
不
動
産
の
私
法
的
処
分
権
、
宛
行
補
任
権
と
没
収
改

（
６
）

易
権
及
び
之
に
関
す
る
裁
判
権
を
内
容
と
す
る
観
念
で
あ
る
」
と
し
、
用
益
に
関
す
る
知
行
に
対
し
、
進
退
・
進
止
は
広
義
の
意
味

で
の
処
分
を
内
容
と
す
る
観
念
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
。
い
わ
ゆ
る
知
行
論
争
に
お
い
て
、
進
退
・
進
止
に
関
す
る
石
井
氏
の
こ
の
議

（
７
）

論
は
重
要
な
争
点
の
一
つ
と
さ
れ
、
高
柳
真
一
二
氏
に
よ
る
批
判
を
譲
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
石
井
紫
郎
氏
が
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
高
柳
氏
の
批
判
は
実
証
的
な
分
析
の
上
に
た
っ
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
実
質
的
に
は
、
異
な
っ
た
方
法
論
に
基

つ
り
）

氏
で
あ
っ
た
。

進
退
・
進
止
は
、
日
本
中
世
の
土
地
法
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
概
念
の
一
つ
と
し
て
、
職
や
知
行
と
と
も
に
法
制
史
上
大
き

な
論
争
を
惹
き
起
こ
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
中
世
土
地
法
研
究
に
先
駆
的
な
業
績
を
残
し
た
中
田
薫
氏
に
よ
れ
ば
、
進
退
・
進
止
は

（
１
）

領
掌
、
領
知
、
知
行
と
同
じ
く
不
動
産
物
権
の
行
使
状
態
を
称
す
る
用
壼
叩
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
進
退
・
進
止
が
人
を
支
配
す
る

（
２
）

（
３
）

こ
と
に
も
用
い
ら
れ
る
点
を
中
田
氏
は
指
摘
し
、
そ
れ
は
公
法
上
の
支
配
権
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
牧
健
一
一
氏
は
、
知
行
と

（
４
）

の
比
較
で
進
退
・
進
止
の
内
容
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
の
問
題
を
最
も
詳
細
か
つ
本
格
的
に
聿
輌
じ
た
の
は
石
井
良
助

平
安
期
の
進
退
・
進
止
に
つ
い
て

は
じ
め
に

梅
田
康
夫
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（
８
）

く
抽
象
的
・
超
越
的
批
判
に
殆
ん
ン
」
終
始
し
た
た
め
に
、
本
論
争
は
不
幸
な
す
れ
ち
が
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
っ
て
よ
い
。

（
９
）

そ
の
後
、
石
井
良
助
氏
は
、
進
退
・
進
止
は
処
分
権
の
ほ
か
に
所
勘
権
を
も
含
む
こ
と
、
其
ど
ら
に
進
退
・
進
止
は
鎌
倉
期
に
入
っ
て

（
、
）

は
じ
め
て
裁
判
権
の
意
味
を
ｊ
Ｕ
獲
得
し
た
こ
と
、
等
を
指
摘
し
て
自
説
の
補
充
を
は
か
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
法
史
学
の
分
野
で
は
、
一
定
の
批
判
は
受
け
つ
つ
も
石
井
説
が
一
応
通
説
的
立
場
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
し
か
し
、

そ
れ
が
歴
史
学
の
分
野
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
安
田
元
久

氏
は
、
一
般
的
に
は
進
退
・
進
止
に
関
す
る
法
史
学
者
の
議
論
を
了
承
し
つ
つ
も
、
地
頭
の
下
地
進
止
権
の
具
体
的
内
容
を
分
析
し
、

（
、
）

そ
れ
は
勧
農
権
、
収
納
権
、
検
注
権
、
お
よ
び
百
姓
の
管
領
Ⅱ
進
退
権
を
含
ん
だ
ｊ
Ｕ
の
と
す
る
。
そ
れ
は
、
所
領
に
対
す
る
領
主
権

の
主
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
々
木
宗
雄
氏
は
、
よ
り
直
裁
に
石
井
説
を
批
判
し
、
石
井
氏
に
よ
っ
て
掲
げ
ら
れ

（
吃
）

た
進
退
・
進
止
の
諸
権
能
は
現
象
形
態
に
す
ぎ
ず
、
進
退
・
進
止
の
本
質
は
支
配
権
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
Ｉ
」
て
、
知
行
と
対
比

し
て
、
進
退
・
進
止
は
権
門
相
互
間
の
支
配
権
の
帰
属
を
示
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
学
説
の
展
開
に
よ
っ
て
、
進
退
・
進
止
は
、
い
わ
ば
私
的
な
不
動
産
上
の
処
分
権
か
ら
、
身
分
的
な
関
係
を
基
礎

に
し
た
領
主
的
な
支
配
権
、
さ
ら
に
は
公
的
な
裁
判
権
に
至
る
ま
で
、
広
範
な
事
象
に
係
わ
る
概
念
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
ど
の
面
を
よ
り
本
質
的
と
考
え
強
調
す
る
か
に
よ
っ
て
、
諸
説
の
隔
た
り
は
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
進
退
・
進
止
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
お
お
む
ね
鎌
倉
期
を
中
心
と
し
て
お
り
、
扱
わ
れ
る
史
料
も
大
部
分
鎌
倉
期
以
降

の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
進
退
・
進
止
は
、
知
行
と
と
も
に
平
安
期
以
降
、
律
令
制
の
崩
壊
に
進
行
し
て
次
第
に
一
般
化
し
て
く
る

（
旧
〉

概
念
で
あ
る
。
知
行
に
つ
い
て
は
、
そ
の
律
令
制
的
概
念
と
の
連
続
性
に
つ
い
て
論
じ
た
牧
健
二
氏
の
研
究
や
、
平
安
末
期
の
知
行

（
Ｍ
）

の
用
例
を
分
析
し
、
知
行
制
成
立
の
歴
史
的
意
味
を
問
う
た
丼
ヶ
田
良
治
氏
の
研
究
等
が
す
で
に
存
在
す
る
。
１
）
か
し
、
平
安
期
の

進
退
・
進
止
を
対
象
に
し
た
専
論
は
、
寡
聞
に
し
て
知
る
こ
と
が
な
い
。
進
退
・
進
止
の
本
来
的
な
意
義
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
成
立
期
で
あ
る
平
安
期
の
研
究
が
非
常
に
重
要
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
平
安
期
に
お
け
る
進
退
・
進
止
の
用
例
を
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平安期の進退・進止について
分
析
し
、
そ
の
統
一
的
な
像
を
得
る
た
め
の
基
盤
作
り
に
い
く
ら
か
で
も
資
す
れ
ば
と
思
う
。

（
１
）
『
法
制
史
論
集
」

（
２
）
同
右
、
七
六
頁
。

（
３
）
同
右
、
九
二
頁
。

（
４
）
「
初
期
封
建
制
度
に
於
け
る
所
領
と
其
給
与
形
式
」
（
三
．
完
）
（
「
法
学
論
議
」
二
四
巻
五
号
、
六
九
一
・
二
頁
）
、
「
日
本
封
建
制
度
成
立
史
」
一
一
五
六
．

〆－－

５

下一
｡‐

（
６
）
前
掲
書
二
四
六
頁
。

（
７
）
「
石
井
良
助
「
日
本
不
動
産
占
有
鱸
」
（
昭
和
二
七
年
）
１
－
中
世
に
お
け
る
知
行
の
研
究
Ｉ
」
（
「
国
家
学
今
羅
誌
」
六
七
巻
七
・
八
合
併
号
八
四

頁
）
、
「
轍
知
行
お
よ
び
進
止
に
つ
い
て
ｌ
石
井
教
授
に
こ
た
え
る
ｌ
」
（
「
鬮
家
学
会
雑
誌
」
七
一
巻
三
号
六
九
頁
以
下
）
．
こ
れ
に
対
す
る
石

井
氏
の
反
論
に
つ
い
て
は
、
「
高
柳
、
牧
両
博
士
の
教
え
に
接
し
て
」
（
「
国
家
学
会
雑
誌
」
七
○
巻
八
号
、
四
一
丁
四
頁
）
、
「
再
び
牧
、
高
柳
両
博
士
の

教
え
に
接
し
て
」
（
一
一
一
．
完
）
（
「
国
家
学
会
雑
誌
」
七
一
巻
二
号
、
七
五
頁
以
下
）
を
参
照
。

（
８
）
「
「
知
行
」
論
争
の
学
説
史
的
意
義
」
（
「
国
家
学
会
雑
誌
」
八
二
巻
一
一
・
’
一
一
合
併
号
、
’
四
五
頁
）
。

（
９
）
『
地
麺
改
正
と
土
地
所
有
鱸
の
近
代
化
Ｉ
そ
の
歴
史
的
背
景
１
－
一
四
）
」
（
『
法
学
協
会
繼
鑑
』
八
六
幾
二
畳
八
木
七
頁
｝
、
「
江
戸
艤
代
土
地
法

の
生
成
と
体
系
」
一
○
○
・
一
頁
。

■

〈
Ⅲ
）
「
日
本
中
世
土
地
法
の
体
系
」
（
法
学
協
会
編
「
法
学
協
会
百
周
年
記
念
論
文
巣
」
第
一
巻
、
法
一
般
・
歴
史
・
裁
判
、
一
一
一
七
頁
）
。

（
ｕ
）
「
地
頭
及
び
地
頭
領
主
制
の
研
究
」

七
頁
。

『
法
制
史
論
集
」
第
二
巻
、
七
五
、
二
四
七
・
八
頁
。

「
中
世
遮
止
零
」
（
「
国
家
学
会
繼
誌
」
五
三
巻
七
島
囚
七
頁
以
下
二
日
本
不
蝋
霞
占
有
論
－
‐
中
世
に
お
け
る
知
行
の
研
究
ｌ
」
二
二
九
頁
以

八
六
頁
以
下
。
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あ
る
。

進
退
・
進
止
と
い
う
用
語
が
、
平
安
期
の
史
料
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
用
法
を
特
に
限
定
せ
ず
、

ま
ず
広
く
一
般
的
に
考
察
し
て
お
こ
う
。
次
に
掲
げ
る
表
１
は
、
正
史
、
格
式
、
古
文
書
類
に
あ
ら
わ
れ
た
進
退
・
進
止
の
用
例
で

（
皿
）
「
鎌
倉
時
代
の
進
止
・
知
行
に
つ
い
て
」
（
「
文
化
史
学
」
一
一
一
三
号
、
一
五
頁
以
下
）
。
な
お
、
下
地
進
止
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
勧
腱
と
百
姓
管
領
の
権

限
の
み
を
認
め
て
い
る
（
「
下
地
進
止
に
つ
い
て
」
（
「
史
朋
」
一
一
一
一
号
、
一
一
一
○
頁
以
下
）
）
。

一
週
）
「
知
行
の
原
始
段
階
ｌ
律
令
的
知
行
の
成
立
及
び
本
質
ｌ
」
（
野
村
博
士
迩
暦
記
念
論
文
集
「
封
建
制
と
賛
本
迦
一
頁
以
下
）
．

〈
ｕ
）
「
平
安
時
代
の
知
行
に
つ
い
て
」
（
清
水
盛
光
・
会
田
雄
次
編
「
封
建
国
家
と
権
力
構
造
」
一
一
一
頁
以
下
）
。

J￣、

表
１
￣

二
進
退
・
進
止
の
用
例

●
●

｜
巴
Ｅ
ｒ Eと

１
八
六
○
’
１

１列州「一九一
Ｉ
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⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

番
号

八
六
○

『
ハ
ー
ー
ニ
ハ

八
一
九

八
一
二

八
一
二

八
一
○

八
○
九

八
○
○

西
暦

大
舎
人
山
背
豊
継

主
体

対
象

三
代
実
録
、
貞
観
二
年
一
二
月
八
日
条

続
日
本
後
紀
、
承
和
三
年
四
月
二
四
日
条

二
代
格
、
巻
四
、
弘
仁
一
○
年
一
一
月
五
日
官
符

三
代
格
、
巻
四
・
弘
仁
三
年
九
月
一
九
日
官
符

平
安
遺
文
、
四
三
五
七
号

三
代
格
、
巻
四
、
大
同
五
年
四
月
一
○
日
官
符

平
安
遮
文
、
四
三
三
八
号

三
代
格
、
巻
四
、
延
暦
一
九
年
一
○
月
七
日
官
符

出
典



平安期の進退・進止について

一
九
九
一
一

一
九
八
八

一
九
八
八 「

｜ノリ

’卜■
九，
'六
一'

１-

１』

一
九
五
四

一九五一一

’

九
一
一
一
九

‐
’

九
三
七
Ｉ

九
二
五
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〃
Ⅱ
、

⑳
ａ ⑮ ⑭ ⑬ 〃

Ｃ

〃
Ｌ
ｕ

⑫
ａ ⑪ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨

ＩＩ

九
九
一

九
九
○

九
八
八

九
八
八 ﾘノ ﾉﾘ

九
七
二

九
七
○

九
六
六

九
六
六

九
六
三

九
五
四

九
五
二

九
三
九

九
三
七

九
二
五

八
七
四

八
六
八

八
六
七

八
六
○

長
講
所

彼
堂
（
観
世
音
寺
金
堂
）

尋
円

二
男
丙

房
司

房
司

禅
師
君

八
幡
宇
佐
宮

国
司

各
戸
主
等

庄
司
職

長
講
仏
僧
供
料

検
校
知
務
事

遺
財
雑
物

（
黒
田
江
西
庄
地
子
上
分
の
）
遺

（
柄
結
庄
地
子
上
分
の
）
週

御
堂
（
真
言
堂
）

油
山

位
禄
物

庄
内
公
田

〃

平
安
遺
文
、
三
三
七
号

山
門
堂
杜
記
（
群
書
類
従
二
四
輯
）

平
安
遺
文
、
三
三
九
号

平
安
遺
文
、
三
三
二
号

ﾉﾘ 〃

平
安
遺
文
、
三
○
五
号

平
安
遺
文
、
三
○
三
号

平
安
遺
文
、
二
九
七
号

符
宣
抄
、
巻
九
、
小
槻
糸
平
申
文

平
安
遺
文
、
四
五
六
四
号

符
宣
抄
、
巻
九
、
小
槻
糸
平
申
文

朝
野
群
戦
、
巻
九
、
加
茂
保
意
申
文

政
事
要
略
、
巻
五
九
、
天
慶
二
年
二
月
一
五
日
官
符

政
事
要
略
、
巻
二
七
、
承
平
七
年
一
○
月
一
六
日
官
符

平
安
遺
文
、
二
二
二
号

三
代
格
、
貞
観
一
六
年
六
月
二
八
日
官
符

三
代
実
録
、
貞
観
一
○
年
二
月
一
八
日
条

平
安
遺
文
、
一
六
○
号

政
事
要
略
、
巻
二
五
、
貞
観
二
年
間
一
○
月
二
三
日
勅



ｌ

に
陰
一

｢二１
１○｜

L三一

｢二コ

';’

’

’一○五八一 「

「
’
三 〃
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⑬ ⑫ 、 ⑩ ⑲ ⑬

〃
ｈ
ｕ

⑰
ａ ⑳

〃
ｆ
Ｕ

⑮
ａ ⑭ ⑬ ⑫

〃
座
Ｕ

⑳
ａ ⑳ ⑳ ⑳

〃
阻
凹

⑰
ａ

一
○
六
五

一
○
六
三

一
○
六
二

一
○
五
八

一
○
五
六

一
○
五
○

〃

一
○
五
○

一
○
四
五 〃

一
○
三
五

一
○
二
三

一
○
一
二

一
○
一
二 〃

九
九
一

九
九
一

九
九
一

九
九
一 〃

九
九
○

（
聖
人
）

善
通
寺
別
当

左
右
寺
家

（
尼
善
妙
）

千
夏

故
親
父
氏
負
神
主

故
四
位
大
夫

国
郡

（
妻
）

（
国
政
）

定
禰
門
胤

五
師
大
衆

寺
家

長
講
僧
等

藤
原
扶
高

藤
原
扶
高

興
福
寺

件
堂
（
金
堂
）

長
講
僧

（
所
領
地
畠
地
子
）

（
蔓
茶
羅
寺
）
寺
家

寺
田

（
所
領
田
畠
）

件
地
井
田 ﾉノ

件
地
（
所
領
塩
浜
等
丼
切
間
田
地
）

（
商
庭
里
母
底
両
里
）

一
戸
主
半
屋
三
宇
等
過
財
物
等

父
母
過
財
物

下
院
極
楽
寺
井
所
領
庄
家
田
地
等

二
五
箇
坪
）
坪
田

件
庄
井
官
燈
稲
等

官
燈
分
稲
弁
把
岐
庄

件
社
（
菟
足
社
雑
務
）

（
菟
足
社
領
田
）

（
春
日
庄
田
）

〃

把
岐
庄

平
安
遮
文
、
四
六
三
五
号

平
安
遺
文
、
四
六
三
一
号

平
安
遺
文
、
四
六
二
九
号

平
安
遺
文
、
四
六
二
七
号

平
安
遺
文
、
七
九
七
号

平
安
遺
文
、
六
八
五
号

ﾉリ

平
安
遺
文
、
六
七
七
号

平
安
遺
文
、
六
一
八
号

ﾘノ

平
安
遺
文
、
五
四
五
号

平
安
遺
文
、
四
九
二
号

平
安
遺
文
、
四
六
八
号

平
安
遺
文
、
補
一
五
八
号

ﾉノ

平
安
遺
文
、
三
五
一
号

平
安
避
文
、
三
五
○
号

平
安
遺
文
、
三
四
八
号

平
安
遺
文
、
三
四
七
号

ﾘノ

平
安
遺
文
、
三
四
○
号



平安期の進退・進止について

’
一
宴

ｌ

に
。

］
○
九
一
一

’一○八八
Ｉ

■

に
。

１

Ｆ
ｐ
股
「
’

了
１
１

’
一
○
七
一
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⑫

〃
上
Ｕ

⑪
ａ ⑪ ⑲ ⑬ ⑰ ⑭ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑳ 、 ⑬ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭

一
○
九
八 〃

一
○
九
八

一
○
九
七

一
○
九
一

一
○
八
八

一
○
八
八

一
○
八
八

一
○
八
四

一
○
八
四

一
○
八
二

一
○
八
○

一
○
八
○

一
○
八
○

一
○
七
八

一
○
七
六

一
○
七
六

一
○
七
二

一
○
七
一

一
○
六
八

（
民
有
年
）

（
氏
人
）

寺
家

伯
父
隆
源

領
主

国
衙

領
主

（
マ
マ
）

大
神
宮
司
判
官
代
大
中
臣
近
宇

領
主

高
末

高
末

氏
人

（
義
範
）

寺
家

郡
司
刀
禰
等

善
通
寺

善
通
寺
三
綱
所
司
大
衆

（
僧
行
遠
）

寛
九
名
田

雑
務

所
領
庄
薗

成
願
寺

件
（
蔵
人
君
所
領
）
垣
内

龍
口
井
鷹
尾
山
御
鷹

官
物
租
税
之
外

畠
地

（
田
〈
畠
）

腎
川
村
田
畠

縛
川
村
田
畠

延
命
院

（
小
泉
庄
）

勅
旨
田
・
墾
田

御
油
井
自
余
雑
事

蔓
茶
羅
寺

蔓
茶
羅
寺
所
領
田
畠
地
子
物
等

（
寺
領
田
）

平
安
遺
文
、
一
四
○
二
号

平
安
遺
文
、
一
三
九
七
号

平
安
遺
文
、
補
一
八
七
号

平
安
遺
文
、
一
二
九
七
号

平
安
遺
文
、
補
二
八
○
号

平
安
遺
文
、
一
二
六
二
号

平
安
遺
文
、
一
二
五
九
号

平
安
逝
文
、
二
二
○
号

平
安
過
文
、
一
二
○
七
号

大
日
本
古
文
書
（
東
大
寺
文
書
）
一
○
、
四
号

平
安
遺
文
、
補
二
二
号

平
安
遺
文
、
補
二
一
号

平
安
遺
文
、
補
一
七
号

平
安
遺
文
、
補
一
三
号

平
安
遺
文
、
二
三
七
号

平
安
遺
文
、
一
一
三
五
号

平
安
遺
文
、
一
○
八
八
号

平
安
遺
文
、
四
六
四
一
号

平
安
遺
文
、
四
六
三
七
号



一
一
一
に

’
一
○
四
一
Ｉ

｣し

’
二
二
二
一－－
－
Ｉ

一
一
一
一
一
ハ

一一一一一一一一
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⑫ ⑪ ⑳ ⑲ ⑬ ⑰ ⑳ ⑮ ⑭ ⑬

川
阻
Ｕ

⑫
ａ ⑪ ⑩ ⑲ ⑮ ⑰ ⑳ ⑮ ⑭ ⑮

一
一
一
一
一
ハ

一
一
二
四

‐七

一
一
一
一
ハ

一
一
一
五

一
一
一
五

一
一
一
五

ＩＩ

一
一
一
○

一
一
一
○

一
一
一
○

一
一
○
九

一
一
○
六

一
一
○
五

一
一
○
四

一
一
○
四

’
一
○
四

（
酒
原
）
長
房
子
々
孫

（
宰
力
）

国
掌

（
長
男
中
将
）

（
平
宗
継
）

（
豊
良
寺
）

（
磯
部
）
包
元

庄
家

庄
家

使
者

（
河
後
郷
司
目
代
藤
原
）
重
宗

国
司

私
人

実
遼

（
雅
平
・
雅
頼
）

男
禅
師

（
鴨
御
社
司
惟
季
）

安
倍
寺

寺
家

大
衆

（
久
利
・
仁
満
両
・
河
内
三
箇
郷
）

家
地
井
寺
奴

（
預
人
）

〈
麻
生
庄
公
文
職
）

（
上
津
堰
下
津
堰
水
）

（
治
田
）

畠

勅
施
入
之
地

雑
役

（
少
財
物
）

（
大
山
庄
）

（
摂
津
国
長
渚
御
厨
地
）

木
本
庄

件
庄
（
木
本
庄
）

（
福
林
寺
）

平
安
遺
文
、
二
○
七
六
号

平
安
遺
文
、
二
○
○
九
号

平
安
遺
文
、
’
九
九
四
号

平
安
遺
文
、
’
九
六
三
号

平
安
遺
文
、
一
八
七
五
号

平
安
遺
文
、
一
八
六
一
号

平
安
遺
文
、
一
八
二
九
号

平
安
遺
文
、
一
八
二
六
号

平
安
遺
文
、
一
八
一
七
号

平
安
遺
文
、
一
七
四
九
号

ﾉノ

平
安
遺
文
、
一
七
四
三
号

平
安
遮
文
、
一
七
三
九
号

平
安
遺
文
、
一
七
三
八
号

平
安
遺
文
、
一
七
二
九
号

平
安
遺
文
、
一
七
○
七
号

平
安
遺
文
、
一
六
六
○
号

平
安
遺
文
、
’
六
四
一
号

平
安
遺
文
、
’
六
二
六
号

平
安
遺
文
、
一
六
二
五
号

平
安
遺
文
、
一
六
一
五
号



平安期の進退・進止について

i二１

１１

１呈し‐
'０

」
Ｅ

一
一
一
一
一
一
一

Ｉ
１
１
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⑰ ⑩ ⑳ ⑯ ⑰ ⑯

〃
脂
Ｕ

⑮
３ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑳

〃
刊
、

⑲
ａ ⑳ ⑰ ⑳ ⑮ ⑭ ⑬

一
一
四
五

一
一
四
二

二
四
二

’
一
一
一
一
『
八

’
一
三
八

一
一
三
七 〃

’
一
三
四

一
一
三
○

一
一
三
○

一
一
三
○

’
一
三
○

一
一
二
九

一
一
二
八

一
一
二
七

一
一
二
七

一
一
一
一
一
ハ

国
衙

彼
院
（
大
教
院
）

留
守
所

（
長
貞
行
他
）

（
藤
原
）
趣
童
子

社
司

寺
家

□
大
夫

□
大
夫

（
寺
家
）

内
蔵
允
中
原
有
保

（
内
宮
禰
宜
荒
木
田
神
主
）

当
時
領
主

〈
下
総
権
介
平
経
繁
）

〈
下
総
権
介
平
経
繁
）

（
幸
〉

国
掌

親
父
長
実
朝
臣

（
鴨
御
社
司
柵
県
主
惟
季
）

留
守
所

在
庁
官
人

郡
司
刀
禰
等

（
市
橋
庄
）

（
豊
田
庄
の
勘
免
）

賢
深
所
領
田
畠
従
者
等

（
当
庄
）

（
当
庄
）

件
地
（
開
田
・
畠
地
・
塩
浜
）

件
地
（
開
田
・
畠
地
・
塩
浜
）

官
物
雑
事

（
弘
田
庄
本
免
田
以
外
の
）
田
畠
等

件
〈
相
伝
所
領
）
田
畠
等

田
畠
所
当
官
物

件
地
（
所
領
地
）

相
伝
私
地

家
地
井
寺
奴

（
質
侶
牧
）

（
長
渚
御
厨
）

燦
々
訴
裁
許

庄
園
之
沙
汰

平
安
遺
文
、
二
五
四
一
号

平
安
遺
文
、
二
四
六
九
号

平
安
遺
文
、
二
四
六
六
号

平
安
遺
文
、
二
三
九
七
号

平
安
遺
文
、
二
三
八
三
号

平
安
遺
文
、
二
三
六
四
号

ﾉリ

平
安
遺
文
、
二
三
○
五
号

平
安
遺
文
、
四
九
三
四
号

平
安
遺
文
、
六
四
八
号

平
安
遺
文
、
二
二
二
一
号

平
安
遺
文
、
四
六
九
五
号

平
安
遺
文
、
二
一
七
二
号

〃

平
安
遺
文
、
二
一
六
二
号

平
安
遺
文
、
二
一
六
一
号

平
安
遺
文
、
一
二
四
七
号

平
安
遺
文
、
四
六
九
二
号

平
安
逝
文
、
二
二
二
号

平
安
遺
文
、
二
一
○
六
号

平
安
遺
文
、
二
○
八
五
号



⑩

’
’

’
’
一
五
五 Ｅ’

’一一五○・
‐
ｌ
‐
１
１
Ｉ

‐
’

’
一
一
五
八
一
Ｉ

'二
五’
六’

】
。
五
国
］

一
一
四
五
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⑪ ⑱ ⑯ ⑩ ⑯ ⑯ ⑩ ⑯ ⑩ ⑩ ⑩ ⑯ ⑱ ⑰ ⑳ ⑮

〃
Ⅱ
，

⑱
ａ

〃
眠
〕

⑯
ａ ⑫

一
一
五
八

一
一
五
七

’
一
五
六

一
一
五
五

’
一
五
五

一
一
五
四

一
一
五
三

一
一
五
三

一
一
五
二

一
一
五
一

一
一
五
一

一
一
五
○

一
一
五
○

一
一
四
九

一
一
四
九

’
一
四
九

ﾉノ

’
’
四
六

ﾉノ

一
一
四
五

一
一
四
五

寺
家

寺
家

寺
家

彼
（
行
海
）
律
師

（
度
会
正
房
）

大
勧
進

（
公
侯
若
末
）

本
寺
（
東
大
寺
）

馬
大
夫
佐
長
朝
臣

国
司

国
司

（
志
賞
御
厨
）

（
大
中
臣
朝
臣
）

（
度
会
行
末
）

国
司

物
部
清
貝

当
時
領
主
正
富

（
平
常
晴
）

国
司

河
流

所
領

其
（
古
河
）
以
東

件
（
蓮
華
院
）
房
舎

件
田
（
治
田
）

院
内
諸
務
・
寺
領
庄
園
執
行

件
治
田

彼
寺
（
観
世
音
寺
）

件
菩
提
寺
別
当
執
行
弁
寺
領
田
畠
等

（
渋
田
庄
）

（
渋
田
庄
）

（
其
残
坪
々
田
畠
地
等
）

件
戸

件
治
田

件
畠
地

田
畠
所
当
官
物

当
郡
（
相
馬
郡
）

義
朝
濫
行
事

平
安
遺
文
、
二
九
一
六
号

平
安
遺
文
、
二
八
六
九
号

平
安
週
文
、
二
八
六
五
号

平
安
遺
文
、
二
八
一
六
号

平
安
遺
文
、
二
八
一
三
号

平
安
遺
文
、
補
三
二
八
号

平
安
遺
文
、
二
七
八
九
号

平
安
遺
文
、
二
七
八
三
号

平
安
遺
文
、
二
七
一
五
号

平
安
遺
文
、
補
二
二
一
号

平
安
遺
文
、
四
七
二
六
号

平
安
遺
文
、
二
七
一
○
号

平
安
遺
文
、
二
七
○
三
号

平
安
遺
文
、
二
六
七
四
号

平
安
過
文
、
二
六
六
七
号

平
安
遺
文
、
五
○
二
一
号

ＩＩ

平
安
遺
文
、
二
五
八
六
号

ﾘノ

平
安
遺
文
、
二
五
四
八
号

平
安
遺
文
、
二
五
四
四
号



平安期の進退・進止について

’’
一
二
に
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儂

二
一
五
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〃
Ｌ
ｕ

⑯
ａ ⑰ ⑯ ⑯ ⑬ ⑯ ⑫ ⑪

〃
０
，

⑩
ａ ⑭ ⑭ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ 〃

ｂ

⑭
ａ ⑭ ⑪

ﾘノ

一
一
六
五

一
一
六
四

一
一
六
四

一
一
六
四

一
一
六
四

一
一
一
ハ
ー
ー
ー

一
一
一
ハ
一
一

一
一
一
ハ
一
一

〃

一
一
一
ハ
一

’
’
一
ハ
ー
ー

一
一
一
ハ
ー

一
一
一
ハ
一

一
一
五
九

’
’
五
九

一
一
五
八

〃

一
一
五
八

一
一
五
八

一
一
五
八

（
藤
原
）
武
国

（
藤
原
）
璽
友

度
会
氏
六
子

（
源
盛
清
）

領
家

（
国
衙
）

神
主

（
大
禰
宜
真
平
）

寺
家

社
家

寺
家

（
束
大
寺
堂
司
）

（
平
常
噸
）

寺
家

僧
観
西
永

（
番
検
大
内
人
石
部
）

政
所

領
家

（
大
江
通
光
）

社
（
鴨
社
）

ﾉノ

件
治
田

件
治
田

件
（
御
塩
）
田

（
作
人
）

成
敗

執
行
社
務

件
（
大
戸
宮
）
杜
家

件
（
玉
瀧
庄
内
丸
桂
）
村

〃

在
家

（
大
宅
他
田
）
両
庄

件
畠
地

（
相
馬
御
厨
）

免
否

件
□
（
畠
）
地

件
治
畠
地

御
寺
預
所
職

下
司
職

（
相
伝
私
領
）

〈
神
戸
田
）

ＩＩ

平
安
遺
文
、
三
三
三
八
号

平
安
遺
文
、
三
三
二
一
号

平
安
遺
文
、
三
三
○
八
号

平
安
遺
文
、
三
二
九
八
号

平
安
遺
文
、
三
二
九
六
号

平
安
遺
文
、
三
二
五
九
号

平
安
遺
文
、
三
二
二
四
号

平
安
遺
文
、
三
二
一
七
号

〃

平
安
遮
文
、
三
一
二
三
号

平
安
遺
文
、
三
一
九
一
号

平
安
遺
文
、
三
一
四
五
号

平
安
遺
文
、
三
一
三
九
号

平
安
遺
文
、
三
○
三
六
号

平
安
遺
文
、
二
九
七
六
号

平
安
遺
文
、
二
九
四
九
号

ﾉノ

平
安
遺
文
、
二
九
四
七
号

平
安
遺
文
、
五
○
三
三
号

平
安
遺
文
、
二
九
三
四
号



二

六
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一
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’
’

一
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〃

’
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⑯ ⑥

〃
ｎ
Ｄ

⑪
ａ

〃
Ｌ
ｕ

⑩
ａ ⑬ ⑱ ⑩

〃
ｃ

〃
ｕ
Ｄ

⑯
ａ

〃
勺
，

⑯
ａ ⑱ ⑳ ⑭ ⑪ ⑬ ⑲

一
一
七
九

一
一
七
八 ﾘｸﾞ

一
一
七
七

ＩＩ

一
一
七
七

一
一
七
五

一
一
七
五

一
一
七
二 〃

〃

’
一
七
一

〃

’
一
七
○

’
一
六
九

’
一
六
九

一
一
六
八

一
一
六
八

’
一
六
七

一
一
一
ハ
ー
ハ

（
常
陸
殿
御
局
）

領
家
方

我
（
願
主
比
丘
尼
真
理
）

僧
侶

仁
禅
門
跡

御
願
財
主
仙
院

彼
寺
（
興
福
寺
）

（
度
会
）
恒
光

（
度
会
氏
）

別
当
院
主

社
家

本
所

本
司

本
官

地
主

（
々
脱
力
）

（
清
原
行
房
）
子
々
孫

本
社
（
日
吉
社
）

国
衙

（
領
主

￣

、－〆

（
中
尾
陵
戸
田
）

地
本

梅
津
御
庄
領
之
新
庄
田
・
上
御
庄
田
・

深
草
名

仏
聖
燈
油
等
田
園
井
供
僧
住
僧
田
畠

恒
例
講
筵
用
途
田
等
名

ﾉノ
（
大
智
院
領
田
）

（
興
廃
）

件
治
田

件
戸
田

本
宮
井
極
楽
寺
百
四
十
余
箇
所
領
等
物

宮
寺
御
領

諸
寺
諸
社
之
領

諸
司
町
地

負
処

（
久
利
郷
）

（
宇
多
河
庄
）

当
国
公
田

件
畠
地

平
安
遺
文
、
補
一
二
八
号

平
安
遺
文
、
三
八
一
八
号

平
安
遺
文
、
三
八
一
七
号

！'

平
安
遺
文
、
楠
一
二
四
号

平
安
遺
文
、
三
七
二
五
号

平
安
遺
文
、
三
六
八
一
号

平
安
遺
文
、
三
六
○
九
号

ﾘノ ﾉノ

平
安
遺
文
、
三
五
八
三
号

ﾉノ

平
安
遺
文
、
三
五
五
一
号

平
安
遺
文
、
三
五
二
○
号

平
安
遺
文
、
三
五
一
九
号

平
安
遺
文
、
補
二
○
号

平
安
遺
文
、
三
四
五
七
号

平
安
遺
文
、
四
八
五
○
号

平
安
遺
文
、
三
三
七
七
号



平安期の進退・進止について

|’ 巨口

一一一八五一 〃
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Ｉ
Ｉ

八
＝

八 '三
'二’

－１

一

八 「
三
一

201

⑫ ⑭ ⑯ ⑬

〃
、
，

⑬
ａ ⑰ ⑯ ⑮ ⑬ ⑬ ⑫ ⑲ ⑪ ⑲

〃
ｋ
Ｕ

⑬
ａ ⑰ ⑮ ⑮ ⑰

一
一
八
五

一
一
八
五

一
一
八
五 〃

’
’
八
四

一
一
八
四

一
一
八
四

一
一
八
四

一
一
八
四

一
一
八
四

一
一
八
三

一
一
八
三

一
一
八
二

一
一
→
八
二 〃

一
一
八
二

一
一
八
二

一
一
→
八
一

一
一
八
一

一
一
七
九

吏

地
頭

兼
高

本
家

殿
下
政
所

領
主

（
宰
相
中
将
）

寮
頭

寺
家

寺
社

社
家

寺
家

寺
家

寺
家

（
兵
部
録
忠
祐
）

弁
慶

寺
内
僧
達

目
代

預
所

国
司

地
頭

百
姓
妻
子
等

諸
職
田
畠
等

（
泉
木
津
御
庄
）

（
垂
水
西
御
牧
）

一
事
巳
上

（
神
野
真
国
庄
）

基
方
等

（
小
東
庄
）

神
社
仏
寺
領

（
社
領
）

東
大
寺
領
等

（
小
東
庄
）

（
清
澄
庄
）

（
加
愚
判
）

件
三
箇
条

（
野
寺
）

有
限
公
領

□
所
出

国
領
地

〈
安
芸
国
壬
生
郷
）

政
事
要
略
、
巻
五
一
、
交
替
雑
事
（
調
庸
未
進
）

平
安
遺
文
、
四
二
七
三
号

平
安
遺
文
、
四
二
六
二
号

平
安
遺
文
、
四
二
四
五
号

ﾉノ

平
安
遺
文
、
四
二
○
七
号

平
安
遺
文
、
四
一
八
二
号

平
安
遺
文
、
四
一
六
三
号

平
安
遺
文
、
補
一
四
七
号

平
安
遺
文
、
四
一
五
八
号

平
安
遺
文
、
四
一
五
六
号

平
安
遺
文
、
五
○
八
二
号

平
安
遺
文
、
四
一
○
○
号

平
安
遺
文
、
四
○
四
三
号

平
安
遺
文
、
四
○
三
一
号

ﾉリ

平
安
遺
文
、
四
○
二
三
号

平
安
遺
文
、
四
○
二
○
号

平
安
遺
文
、
四
○
○
九
号

平
安
遺
文
、
三
九
九
八
号

平
安
遺
文
、
三
八
九
一
号



＊
欄
外
に
黒
丸
の
あ
る
も
の
は
、
進
止
を
示
す
。

＊
同
一
文
書
で
主
体
あ
る
い
は
対
象
を
異
に
す
る
場
合
は
、
同
一
の
通
し
番
号
の
下
で
ａ
、
ｂ
、
Ｃ
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
区
分
し
た
。

＊
主
体
・
対
象
に
お
い
て
括
弧
内
の
も
の
は
、
文
章
の
構
造
上
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
が
、
内
容
的
な
面
か
ら
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
意
を
も
っ
て
補
っ
た
部
分
も
括
弧
に
入
れ
た
。

＊
出
典
に
つ
い
て
は
、
『
類
聚
三
代
格
』
は
一
一
一
代
格
、
『
日
本
三
代
実
録
』
は
三
代
実
録
、
『
類
聚
符
宣
抄
』
は
符
宣
抄
と
略
記
し
た
。

＊
⑬
の
対
象
に
つ
い
て
住
「
件
等
」
は
「
件
寺
」
の
誤
記
と
考
え
て
「
福
林
寺
」
を
指
す
も
の
と
推
定
し
た
。

（
永
力
）

（
客
力
）

＊
『
平
安
遺
文
』
で
は
、
⑬
の
年
紀
は
「
□
承
弐
年
」
、
⑭
の
年
紀
は
「
天
□
弐
年
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
は
内
容
的
に
は
同

一
の
文
書
と
思
わ
れ
る
の
で
、
総
合
し
て
考
え
て
一
応
天
承
二
年
（
一
一
三
二
）
の
も
の
と
し
た
。
な
お
、
⑳
と
⑪
も
内
容
的
に
は
同
一

＊
⑥
ａ
。
ｂ
に
つ
い
て
は
、
進
退
を
含
む
「
長
福
寺
縁
起
」
の
部
分
は
仁
安
四
年
（
一
一
六
九
）
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

文
書
全
体
が
成
立
し
た
治
承
元
年
二
一
七
七
）
に
一
応
配
置
し
た
。

＊
⑥
の
記
載
部
分
は
端
裏
に
あ
り
、
内
容
的
に
も
後
世
の
追
記
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
応
文
書
の
成
立
年
代
に
従
っ
て
配
置
し
た
。

＊
⑯
の
よ
う
に
か
な
り
具
体
的
に
年
紀
を
推
定
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
（
五
味
文
彦
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
二
四
六
頁
）
、
年
紀
の
記

載
が
な
く
年
紀
を
特
定
で
き
な
い
文
書
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。

の
文
書
と
思
わ
れ
る
。

’
１
１
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⑱ ⑱ ⑰ ⑯ ⑯ ⑩ ⑱

大
勧
進

国
司

東
大
寺

院
内
諸
務
・
寺
領
庄
園
執
行

（
供
御
田
）

（
小
東
庄
）

平
安
遺
文
、
補
三
八
四
号

平
安
遺
文
、
補
二
三
三
号

平
安
遺
文
、
補
二
六
号

平
安
遺
文
、
四
七
七
七
号

延
喜
式
、
巻
四
六
、
左
右
衛
門
府
大
儀
条

延
喜
式
、
巻
四
一
、
遮
台
官
人
条

延
喜
式
、
巻
一
九
、
式
部
下
試
貢
人
条



平安期の進退・進止について
こ
の
表
に
示
さ
れ
た
「
主
体
」
、
「
対
象
」
は
、
あ
く
ま
で
も
進
退
・
進
止
と
の
係
わ
り
の
点
か
ら
捉
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
例

え
ば
〃
Ａ
が
Ｂ
を
進
退
・
進
止
せ
ず
〃
と
い
う
否
定
的
な
表
現
や
〃
甲
が
Ａ
に
Ｂ
を
進
退
・
進
止
せ
し
め
る
”
と
い
う
使
役
的
な
表

現
の
場
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
、
Ｂ
を
主
体
、
対
象
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
史
料
上
の
表
現
に
ほ
ぼ
忠
実
に
従
っ
て
記
載
し

た
が
、
位
階
お
よ
び
田
畠
の
所
在
・
坪
付
け
や
田
積
の
よ
う
な
も
の
は
省
略
し
て
あ
る
。
日
本
史
研
究
会
史
料
部
会
編
「
類
聚
一
一
一
代

格
索
引
」
に
は
進
止
の
項
が
、
「
平
安
遺
文
」
索
引
編
下
に
は
進
退
と
進
止
の
項
が
拾
わ
れ
て
い
る
が
、
少
な
か
ら
ぬ
脱
漏
と
誤
り
が

み
ら
れ
る
。
気
づ
い
た
範
囲
で
で
き
る
限
り
の
補
充
と
訂
正
を
加
え
た
が
、
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
落
ち
て
い
る
用
例
も
あ
る
か
と
思

う
。
ま
た
、
進
退
・
進
止
と
い
う
用
語
は
日
記
類
等
に
も
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
平
安
期
の
日
記
類
を
通
し
て
そ
れ
を
検
出
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
こ
こ
に
は
掲
げ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
訳
で
こ
の
表
は
、
進
退
・
進
止
に
関
し
て
平
安
期
の
用
例
を
す

べ
て
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
几
そ
の
と
こ
ろ
は
、
こ
の
表
か
ら
窺
え
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

何
と
い
っ
て
も
平
安
期
に
お
け
る
進
退
・
進
止
の
用
例
の
中
心
は
、
「
平
安
過
文
』
に
所
戦
さ
れ
た
古
文
書
類
に
お
け
る
そ
れ
に
あ
る

主
体
、
対
鐘（
１
）

公
わ
れ
か
》
い
。

と
い
っ
て
よ
い
。

正
史
・
格
式
に
お
け
る
用
例
は
、
ほ
ぼ
（
Ａ
）
の
場
合
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
進
退
・
進
止
は
名
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。
そ
も
そ
も
、
進
退
・
進
止
と
い
う
用
語
が
漢
語
か
ら
発
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
諸
橋
轍
次
「
大
漢
和
辞

典
」
に
よ
れ
ば
、
進
退
の
意
味
と
し
て
、
「
い
す
す
む
こ
と
と
し
り
ぞ
く
こ
と
、
進
め
る
こ
と
と
退
け
る
こ
と
、
②
た
ち
ゐ
ふ
る
ま
い
、

起
居
動
作
、
③
人
を
ひ
き
あ
げ
て
用
ひ
る
こ
と
と
お
と
す
こ
と
、
用
舎
、
側
損
益
す
る
、
⑤
去
就
、
出
所
」
が
挙
げ
ら
れ
、
進
止
の

意
味
と
し
て
は
、
「
⑪
す
す
む
こ
と
と
と
ど
ま
る
こ
と
、
進
退
、
②
た
ち
ゐ
ふ
る
ま
い
、
挙
動
、
挙
止
、
③
進
退
・
許
否
の
命
令
、
指

表
１
を
概
観
し
て
す
ぐ
に
気
づ
く
の
は
、
（
Ａ
）
主
体
、
対
象
の
記
載
の
な
い
場
合
、
（
Ｂ
）
主
体
の
み
記
載
の
あ
る
場
合
、
（
Ｃ
）

体
、
対
象
と
も
に
記
載
の
あ
る
場
合
、
の
一
一
一
つ
の
場
合
の
区
別
で
あ
ろ
う
。
対
象
の
み
記
載
の
あ
る
場
合
は
、
原
則
的
に
は
考
え

203



（
２
）

図
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
Ａ
）
の
場
合
の
用
法
は
、
ほ
ぼ
こ
の
範
囲
の
な
か
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
用
法
は
、
当

（
３
）

然
平
安
期
以
前
か
ら
あ
り
、
例
え
ば
『
日
本
書
紀
』
や
「
続
日
本
紀
」
等
に
ｊ
Ｕ
少
な
か
ら
ぬ
用
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
Ｂ
）
の
主
体
の
み
記
載
の
あ
る
場
合
は
主
に
進
止
に
み
ら
れ
、
そ
れ
は
進
止
の
意
味
の
③
に
掲
げ
ら
れ
た
命
令
や
指
図
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
命
令
・
指
図
の
発
給
主
体
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
進
退
と
進
止
は
共
通
的
に
使
用
さ

れ
る
用
語
で
あ
り
、
そ
の
意
味
も
重
な
り
合
う
部
分
が
多
い
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
用
法
も
あ
る
。
去
就
・
出
所
の
意

味
で
は
進
退
が
、
命
令
・
指
図
の
意
味
で
は
進
止
が
主
に
用
い
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
の
場
合
は
漢
語
の
本
来
的
な
用
法
に
従
っ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
た
だ
そ
の
中

に
は
少
し
ば
か
り
異
質
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
（
Ａ
）
の
場
合
で
い
え
ば
⑨
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、

朔
旦
冬
至
が
暦
博
士
真
野
麿
等
の
暦
で
は
一
一
月
一
一
日
に
な
っ
て
い
る
の
に
関
し
て
、
清
和
天
皇
が
文
章
博
士
菅
原
是
善
等
に
対
し

て
「
可
進
退
之
理
」
を
諮
問
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
五
ケ
所
ほ
ど
に
あ
ら
わ
れ
る
進
退
は
、
直
接
的
に
は
日
付
上
に
お
い
て
進
む

こ
と
と
退
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
が
、
と
り
ょ
う
に
よ
っ
て
は
そ
の
よ
う
な
操
作
、
す
な
わ
ち
暦
上
の
措
置
を
行
な

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
も
と
れ
る
。
ま
た
（
Ｂ
）
の
場
合
で
は
、
数
少
な
い
進
退
の
例
で
あ
る
⑫
を
指
摘
で
き
る
。
こ
こ
で
は

正
税
を
も
っ
て
諸
家
の
封
租
に
充
て
る
べ
き
と
す
る
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
一
二
月
二
七
日
格
と
の
関
連
で
、
食
封
の
補
填
の
件
が

論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
調
庸
等
の
物
に
関
し
て
「
抑
非
二
吏
之
進
退
、
｜
須
レ
待
二
時
之
処
分
一
」
と
さ
れ
て
い
る
。
大
政
官
の
命
令

（
４
）

形
式
の
一
つ
で
あ
る
処
分
と
対
比
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
吏
之
進
退
」
と
は
一
応
国
司
の
命
令
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

内
容
的
に
は
、
そ
こ
で
い
う
進
退
は
、
調
庸
等
に
つ
い
て
措
置
し
取
り
扱
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
⑨
と
＠
の
事
例
は
、
漢
語
本
来
の
用
法
か
ら
微
妙
に
外
れ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
有
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
次
に
述
べ
る
（
Ｃ
）

の
場
合
に
通
ず
る
も
の
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
「
平
安
遺
文
』
に
多
数
あ
ら
わ
れ
る
（
Ｃ
）
の
場
合
に
お
い
て
、
進
退
・
進
止
は
大
体
の
と
こ
ろ
動
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
。
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平安期の進退・進止について
従
来
、
法
制
史
や
歴
史
の
分
野
で
扱
わ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
（
Ｃ
）
の
場
合
の
用
法
で
あ
る
。
「
国
語
大
辞
典
」
に
よ
れ
ば
、
進
退

の
意
味
に
つ
い
て
漢
語
本
来
の
用
法
に
加
え
て
、
「
心
の
ま
ま
に
取
り
扱
う
こ
と
、
意
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
、
自
由
に
支
配
す
る
こ
と
」
、

お
よ
び
「
心
の
ま
ま
に
、
土
地
や
人
間
を
取
り
扱
う
こ
と
、
所
領
・
諸
職
に
つ
い
て
宛
行
（
あ
て
お
こ
な
い
．
あ
て
が
い
）
・
没
収
や

補
任
・
改
易
の
権
利
を
持
ち
、
そ
の
権
限
を
自
由
に
行
使
す
る
こ
と
」
、
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
進
止
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
説

明
が
一
項
目
あ
る
。
ま
だ
『
社
会
経
済
史
用
語
辞
典
」
は
、
進
退
に
つ
い
て
「
日
本
で
の
独
自
の
用
法
は
、
意
の
ま
ま
に
あ
つ
か
う

と
い
う
意
味
で
あ
る
」
と
し
、
進
止
の
広
義
の
用
法
と
し
て
「
日
本
で
は
思
う
ま
ま
に
土
地
や
人
間
を
進
退
す
る
意
と
な
り
支
配
す

る
意
と
し
て
広
汎
な
用
法
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
と
記
述
す
る
。
ご
く
一
般
的
に
大
雑
把
な
形
で
い
え
ば
、
（
Ｃ
）
の
場
合
の
用
法

は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
表
１
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
○
世
紀
以
降
に
な
っ
て
出
現
し
、
’
○
世
紀
の
末
か
ら
頻
出

す
る
よ
う
に
な
る
用
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
「
王
朝
国
家
体
制
」
、
荘
園
公
領
制
の
形
成
過
程
に
み
あ
っ
た
現
象
と
い
え
る
。

（
Ｃ
）
の
場
合
の
最
初
の
用
例
は
、
次
に
掲
げ
る
⑬
の
「
伊
勢
大
神
宮
司
牒
案
」
の
例
で
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

伊
勢
大
神
宮
司
鴎
薪
寺
政
霧

欲
被
殊
任
道
理
返
牒
、
去
承
和
年
中
以
寺
領
田
為
成
円
田
壱
処
、

公
田
之
後
、
今
俄
号
東
寺
使
狼
令
虜
掠
以
前
相
博
田
不
当
之
状

在
相
博
田
坪
々
飯
野
多
気
両
郡
内

牒
、
件
庄
外
施
入
東
寺
田
、
是
各
戸
主
等
進
好
所
不
相
博
也
、
而
亦
件
庄
田
為
令
成
於
円
田
一
処
、
以
庄
内
公
田
令
相
博
庄
外

勅
旨
田
之
後
、
騒
経
年
序
之
処
、
令
称
東
寺
使
無
沙
汰
、
妄
令
虜
掠
以
前
相
博
田
之
旨
、
更
不
知
其
淫
就
中
以
去
寛
平
九
年

十
一
月
十
一
日
、
件
飯
野
郡
被
奉
寄
於
二
所
太
神
宮
之
後
、
去
延
喜
年
中
一
一
一
郡
令
班
田
之
日
、
神
社
仏
寺
公
田
等
坪
々
各
被
定

（
中
略
）

以
庄
外
勅
施
入
東
寺
五
十
弐
箇
坪
々
田
、
令
相
博
庄
内
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こ
の
史
料
は
、
東
寺
が
庄
園
一
円
化
の
た
め
庄
内
公
田
と
庄
外
施
入
東
寺
田
を
相
博
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
東
寺
は
相

博
田
を
「
虜
掠
」
せ
し
め
ん
と
し
た
の
で
、
伊
勢
大
神
宮
司
が
東
寺
に
対
し
そ
の
不
当
を
非
難
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し

そ
の
よ
う
に
相
博
を
変
改
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
と
の
よ
う
に
庄
内
公
田
を
各
戸
主
等
が
進
退
領
掌
す
べ
き
か
と
警
告
し
て
い
る
。

進
退
と
の
関
連
で
は
、
各
戸
主
等
が
主
体
、
庄
内
公
田
が
対
象
と
い
う
訳
で
あ
る
。
進
退
が
領
掌
と
並
置
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て

こ
れ
以
降
お
な
じ
よ
う
な
進
退
・
進
止
の
用
例
は
時
代
を
追
う
に
つ
れ
増
え
て
く
る
が
、
表
１
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
（
Ｃ
）
の
場

合
に
お
け
る
進
退
・
進
止
の
主
体
・
対
象
と
し
て
は
、
様
々
な
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
表
現
の
仕
方
に
よ
っ
て
具
体
的
で
あ
っ
た
り

抽
象
的
で
あ
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
が
、
試
み
に
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
に
分
類
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
主
体
に
つ
い
て
で
あ
る
。
主
体
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
純
然
た
る
人
的
主
体
に
限
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
。
（
ａ
）
国

衙
、
留
守
所
の
よ
う
な
国
家
的
機
関
、
政
所
の
よ
う
な
家
政
的
機
関
、
（
ｂ
）
国
郡
、
厨
の
よ
う
な
行
政
的
単
位
、
も
主
体
と
な
り
得

る
。
ま
た
、
（
ｃ
）
寺
院
に
つ
い
て
は
、
金
堂
、
長
講
所
、
大
教
院
の
よ
う
な
寺
内
組
織
も
含
め
て
寺
や
寺
家
が
、
（
ｄ
）
神
社
に
つ

い
て
は
宮
、
社
、
社
家
が
主
体
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
人
的
主
体
に
つ
い
て
は
、
（
ｅ
）
国
司
、
郡
司
刀
禰
、
在
庁
官
人
、
目
代
、

は
後
述
す
る
。

各
戸
主
等
、
可
進
退
領
掌
鰍
、

延
長
三
年
八
月
廿
五
日

権
大
司
大
中
臣
在
名

Ｃ

少
司
大
中
臣
案
文
同
前

大
司
大
中
臣
在
名

置
之
後
、
至
干
今
日
更
無
相
論
之
処
、

之
処
、
今
俄
被
致
如
此
非
理
妨
之
条
有
何
故
乎
、
若
任
理
有
相
博
之
変
改
者
、
如
本
庄
内
公
田

乞
也
衙
察
状
、
任
道
理
被
返
牒
者
、
此
彼
共
永
可
令
停
止
両
方
牢
寵
芙
、
以
牒
、
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平安期の進退・進止について

寮
頭
、
本
官
、
本
司
の
よ
う
な
官
人
、
（
ｆ
）
本
家
、
領
家
、
預
所
を
含
め
て
領
主
、
（
９
）
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
寺
僧
、
（
ｈ
）
同
じ

く
社
司
・
神
官
、
（
ｉ
）
純
然
た
る
私
的
個
人
、
に
と
り
あ
え
ず
分
類
す
る
。

対
象
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
純
然
た
る
物
的
対
象
に
限
ら
れ
な
い
。
（
ィ
）
裁
許
、
沙
汰
、
勘
免
、
成
敗
、
加
判
の
よ
う

な
一
定
の
行
為
、
免
否
、
興
廃
、
一
一
一
箇
条
の
よ
う
な
一
定
の
事
柄
も
対
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
諸
務
や
雑
務
、
お
よ
び
い
ろ

い
ろ
な
執
行
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
（
巳
預
人
、
従
者
、
作
人
、
百
姓
妻
子
の
よ
う
に
人
間
が
対
象
と
な
る
場
合

も
あ
る
・
物
的
財
産
と
み
る
の
で
な
け
れ
ば
、
寺
奴
も
こ
こ
に
含
め
て
よ
い
。
さ
ら
に
は
、
物
的
対
象
と
捉
え
ら
れ
得
る
か
も
し
れ

（
５
）

な
い
が
、
（
ハ
）
庄
司
職
、
公
文
職
、
下
司
職
、
預
所
職
の
よ
う
な
職
が
あ
る
。
郡
司
刀
禰
と
官
職
名
の
み
で
表
示
さ
れ
る
場
合
も
、

こ
れ
に
準
ず
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
い
わ
ば
人
的
対
象
と
物
的
対
象
の
統
一
体
と
し
て
、
（
二
）
戸
や
在
家
、
（
ホ
）

堂
、
寺
家
、
寺
、
院
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
寺
院
、
（
ヘ
）
社
家
、
本
官
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
神
社
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
物

的
対
象
は
、
大
き
く
動
産
的
対
象
と
不
動
産
的
対
象
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
者
に
は
、
（
卜
）
地
子
、
御
油
、
雑
事
、
官
物
、

雑
役
の
よ
う
な
国
家
的
あ
る
い
は
領
主
的
な
収
納
物
、
（
チ
）
位
禄
物
、
官
燈
分
稲
の
よ
う
な
国
家
的
支
給
物
、
（
リ
）
遺
財
、
財
物

の
よ
う
な
純
然
た
る
私
的
動
産
が
あ
る
・
後
者
に
つ
い
て
は
、
（
ヌ
）
公
領
、
国
領
地
、
私
領
、
社
領
、
寺
領
、
寺
社
領
、
私
地
、
所

領
の
よ
う
な
、
一
般
的
・
抽
象
的
に
表
現
さ
れ
た
公
私
の
領
地
、
（
上
郡
、
郷
、
御
厨
、
庄
、
牧
、
村
の
よ
う
な
地
域
的
あ
る
い
は

行
政
的
単
位
、
（
ヲ
）
単
に
田
島
田
地
、
畠
地
等
と
し
て
表
現
さ
れ
る
場
合
も
含
め
て
、
様
々
な
田
種
名
で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
田
島

（
ワ
）
油
山
、
龍
ロ
、
河
流
、
堰
水
の
よ
う
な
山
野
河
海
、
（
力
）
垣
内
、
家
地
、
町
地
の
よ
う
な
宅
地
に
一
応
分
類
し
て
お
こ
う
。
こ

れらの主体と対象の相関関係を図示すれば、次表のようにな転一数字は頻度を示している．
こ
の
表
２
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
主
体
と
し
て
は
（
ｉ
）
私
的
個
人
が
最
も
多
く
、
対
象
と
し
て
は
（
ヲ
）
田
畠
が
最
も
多
い
。

そ
し
て
、
そ
の
両
者
の
結
び
付
く
頻
度
も
最
も
高
い
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
当
然
に
予
想
さ
れ
る
こ
と
と
も
い
え
る
。
主
体
に
つ

い
て
は
、
（
ｃ
）
寺
院
、
（
９
）
寺
僧
が
多
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
史
料
の
残
存
状
況
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
ぃ
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は
、
進
退
・
進
止
の
い
わ
ば
日
本
的
な

用
法
は
、
寺
院
関
係
を
中
心
に
し
て
広

が
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
の
か
も
し

れ
な
い
。
対
象
に
つ
い
て
は
、
（
ヲ
）
田

畠
に
つ
い
で
、
元
）
地
域
的
・
行
政
的

単
位
、
（
ヌ
〉
一
般
的
・
抽
象
的
領
地
が

多
く
、
や
は
り
不
動
産
的
対
象
が
圧
倒

的
に
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の

他
で
は
、
（
イ
）
行
為
・
事
柄
が
比
較
的

多
く
、
そ
の
中
に
は
⑭
の
條
々
訴
裁
許

や
＠
の
成
敗
の
よ
う
な
裁
判
的
事
項
も

存
在
す
る
こ
と
が
注
意
を
ひ
く
。
進

退
・
進
止
は
、
平
安
期
に
お
い
て
は
裁

判
と
は
全
く
無
関
係
と
は
い
え
な
い
の

（
７
）

で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
（
ロ
）
人
間
や

（
Ｃ
寺
院
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
注
意
を
払
わ
れ
て
い
な
い
が
、
（
卜
）

国
家
的
・
領
主
的
収
納
物
も
重
要
で
あ

る
。
最
も
代
表
的
な
形
で
い
え
ば
、
そ

〔
表
２
〕
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家
政
的
機
関

（
ａ
）
同
凶
宣
が
的
坪
。

（
ｂ
）
行
政
的
単
位

（
ｃ
）
寺
院

（
ｄ
）
神
社

（
ｅ
）
官
人

（
ｆ
）
領
主

（
９
）
寺
僧

（
ｈ
）
社
司
・
神
官

（
ｉ
）
私
的
個
人

計

(イ）行為・事柄 ３ ２ ３ １ ３ １ ３ 1６

(ロ）人間 １ １ ３ ２ ２ ９

(ハ）職 １ １ １ ２ ５

(二）戸・在家 １ １ １ ３

(ホ）寺院 ２ ６ １ ９

(へ）神社 １ １

(ト）国家的・領主的収納物 １ ４ ２ １ ８

(チ）国家的支給物 ２ １ ３ ６

(リ）私的動産 ４ ４

(ヌ）一般的・抽象的領地 ４ ４ ２ ２ １ １ ４ 1８

(ル）地域的・行政的単位 １ 1２ １ ２ １ ５ ３ ６ 3１

(ヲ）田畠 １ １ ４ １ ４ １ ８ ４ 2４ 4８

(ワ）山野河海 １ ２ １ ３ ７

(力）宅地 ３ １ １ ２ ７

計 ７ ２ 3１ ９ 1８ 1３ 2９ 1１ 5２ 172



平安期の進退・進止について
の
場
合
、
進
退
・
進
止
は
官
物
や
雑
役
等
の
収
益
権
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
主
体
、
対
象
と
も
に
記
載
の
あ
る
（
Ｃ
）
の
場
合
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
み
て
き
た
よ
う
に
主
体
、
対
象
と
も
に
そ

れ
ぞ
れ
極
め
て
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
と
の
関
連
で
進
退
・
進
止
の
意
味
を
一
口
に
い
う
こ
と
は
極
め
て
困
難
で

あ
る
。
敢
え
て
そ
の
定
義
を
い
う
と
す
れ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
辞
書
的
、
一
般
的
な
説
明
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
進
退
・
進
止
と
は
、

人
を
も
含
め
て
あ
る
一
定
の
事
物
が
人
を
も
含
め
た
あ
る
一
定
の
事
物
を
支
配
し
統
御
す
る
こ
と
を
さ
す
、
と
で
も
い
う
ほ
か
は
な

い
。
そ
の
支
配
・
統
御
の
具
体
的
な
内
容
は
、
こ
れ
ま
た
主
体
と
対
象
の
差
異
に
応
じ
て
極
め
て
多
様
で
あ
り
得
る
。
例
え
ば
、
長

講
所
を
主
体
、
庄
司
職
を
対
象
と
す
る
⑳
ｂ
で
は
、
「
価
停
止
明
延
庄
司
職
了
、
寺
察
之
状
、
永
令
長
講
所
進
退
、
庄
司
等
令
彼
堂
補

任
、
事
在
興
法
、
不
得
遺
失
、
故
牒
」
と
あ
り
、
庄
司
の
補
任
権
を
把
握
す
る
こ
と
が
こ
の
場
合
の
進
退
の
具
体
的
内
容
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
国
衙
を
主
体
、
郡
司
刀
禰
等
を
対
象
と
す
る
⑪
で
は
、
「
加
之
郡
司
刀
禰
等
者
為
国
衙
之
進
止
、
検
田
検
畠
之
時
、
以
彼
等
為

図
師
致
沙
汰
之
処
」
と
あ
り
、
検
田
に
際
し
て
郡
司
刀
禰
等
を
図
師
に
任
命
し
指
揮
・
監
督
す
る
こ
と
が
こ
の
場
合
の
進
止
の
具
体

的
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
は
進
退
・
進
止
そ
れ
自
体
の
意
味
内
容
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
く

て
、
進
退
・
進
止
を
通
し
て
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
く
る
権
限
や
内
容
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
っ
た
方
が
よ
り
正
確
か
も
し
れ

な
い
。
問
題
は
進
退
・
進
止
の
用
例
の
中
心
と
も
い
え
る
、
私
的
個
人
を
主
体
と
し
田
畠
を
対
象
と
す
る
場
合
に
お
け
る
進
退
・

進
止
の
具
体
的
な
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
圧
倒
的
多
数
を
し
め
る
、
不
動
産
的
対
象
に
対
し
て
進
退
・
進
止
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、

そ
れ
は
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
内
容
を
有
し
て
い
た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
に
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
⑯
は
、
主
体
が
存
在
し
な
い
の
で
は
な
く
、
文
書
の
欠
落
に
よ
り
判
明
し
な
い
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
９

（
２
）
た
だ
し
、
進
退
の
③
と
側
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
３
）
進
退
の
Ⅲ
の
意
味
で
は
、
「
日
本
密
紀
」
垂
仁
天
皇
五
年
一
○
月
一
日
条
、
同
県
行
天
皇
四
○
年
是
歳
条
、
同
孝
徳
天
皇
即
位
前
紀
、
『
統
日
本
紀
」
菱
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（
４
）
こ
こ
で
い
う
処
分
は
、
い
わ
ゆ
る
太
政
官
処
分
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
政
官
処
分
に
つ
い
て
は
、
早
川
庄
八
「
太
政
官
処
分
に
つ
い
て
」
（
彌

永
貞
一
一
一
先
生
還
暦
記
念
会
編
「
日
本
古
代
の
社
会
と
経
済
」
上
巻
、
一
一
一
八
七
頁
以
下
）
を
参
照
。

（
５
）
平
安
期
の
職
に
つ
い
て
伊
藤
一
義
氏
は
、
職
務
を
本
質
と
す
る
政
治
的
・
公
的
な
権
利
と
し
て
い
る
（
「
平
安
期
の
職
に
つ
い
て
－
－
－
中
田
薫
氏
の

学
説
を
中
心
に
ｌ
』
（
農
学
』
四
四
巻
三
号
二
一
一
七
頁
以
下
）
｝
．

（
６
）
な
お
、
対
象
が
複
合
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
個
々
の
対
象
に
つ
い
て
個
別
に
そ
の
相
関
関
係
を
捉
え
る
こ
と
に
す
る
。
従
っ
て
、
そ
の
総
数

は
、
表
１
に
お
い
て
主
体
・
対
象
と
も
に
記
載
の
あ
る
事
例
の
総
数
と
は
合
致
し
な
い
。

（
７
）
た
し
か
に
不
動
産
を
対
象
と
し
て
進
退
・
進
止
が
あ
ら
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
内
容
に
裁
判
権
を
含
む
よ
う
な
表
現
は
平
安
期
に
お
い
て
は
見
出
せ
な
い

よ
う
で
あ
る
。
た
だ
有
名
な
玉
滝
庄
に
関
す
る
⑮
の
「
国
司
進
止
乃
国
領
地
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
は
、
裁
判
権
を
も
暗
黙
の
前
提
と
し
て
い
る
と
い

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
石
井
良
助
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
進
退
・
進
止
と
は
、
基
本
的
に
は
不
動
産
の
⑩
私
法
的
処
分
権
、
②
補
任
宛

老
五
年
一
一
一
月
一
三
日
条
、
同
宝
亀
一
一
年
六
月
一
一
八
日
条
、
同
延
暦
八
年
五
月
一
一
一
日
条
等
、
進
退
の
②
の
意
味
で
は
、
『
日
本
書
紀
』
敏
達
天
皇
一

一
一
年
是
歳
条
、
「
続
日
本
紀
」
慶
雲
四
年
一
一
一
月
二
七
日
条
、
同
天
平
勝
宝
五
年
六
月
八
日
条
、
同
天
平
宝
字
元
年
八
月
一
八
日
条
、
同
天
平
宝
字
八
年

九
月
一
八
日
条
、
同
神
護
慶
雲
元
年
八
月
八
日
条
、
同
神
護
慶
雲
一
一
一
年
一
○
月
一
一
九
日
条
、
同
宝
亀
一
○
年
四
月
一
九
日
条
、
同
延
暦
八
年
九
月
一
九
日

条
等
、
進
止
の
②
の
意
味
で
は
、
「
日
本
書
紀
」
応
神
天
皇
即
位
前
紀
、
同
推
古
天
皇
即
位
前
紀
、
同
天
武
天
皇
八
年
一
○
月
是
月
条
、
同
天
武
天
皇
一

一
一
一
年
間
四
月
五
日
条
等
を
参
照
。
な
お
、
賊
盗
律
恐
喝
条
の
律
疏
や
、
「
類
聚
一
一
一
代
格
」
巻
二
、
天
平
九
年
一
一
一
月
一
○
日
格
に
は
、
進
止
の
③
の
意
味
で

の
用
法
が
み
ら
れ
る
。

三
土
地
法
上
に
お
け
る
進
退
・
進
止
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平安期の進退・進止について
行
お
よ
び
改
易
没
収
権
、
③
裁
判
権
、
を
内
容
と
す
る
観
念
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
③
は
鎌
倉
期
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
の
で
石
井
説

で
は
平
安
期
に
お
け
る
進
退
・
進
止
の
内
容
は
⑪
と
②
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
石
井
氏
は
平
安
期
の
史
料
も
一
一
、
｜
一
一
挙
げ
て
い
る
の

で
、
そ
の
点
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。

石
井
氏
は
、
進
止
し
て
い
る
土
地
譲
与
の
例
と
し
て
、
前
節
表
１
⑮
の
「
此
院
検
校
知
務
事
、
小
禅
師
尋
円
成
人
之
日
、
大
禅
師

尋
光
預
讓
二
其
職
一
也
、
然
者
尋
円
為
二
之
進
止
一
、
可
レ
伝
二
其
入
室
末
流
一
」
と
い
う
記
事
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
妙

香
院
の
「
検
校
知
務
事
」
に
つ
い
て
そ
の
職
が
譲
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
職
の
理
解
に
係
わ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
土
地
譲
与

の
例
と
し
て
挙
げ
る
の
は
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
譲
ら
れ
た
職
は
尋
円
の
進
止
と
し
て
「
入
室
末
流
」
に
伝
え
る
べ

し
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
進
止
が
譲
与
の
前
提
に
あ
る
と
か
、
そ
れ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
訳
で

は
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
次
に
掲
げ
る
前
節
表
１
⑰
は
、
ま
さ
に
寺
院
の
土
地
譲
与
に
関
す
る
例
で
あ
り
、
そ
し
て
土
地
譲

与
と
進
止
の
具
体
的
な
関
係
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
興
味
深
い
用
例
で
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

（
端
裏
）

「
蓮
花
院
」

譲
与

右
件
房
舎
者
、
前
大
僧
正
御
建
立
也
、
敷
地
又
同
所
令
相
博
儲
給
也
、
而
彼
御
房
御
在
扣

Ｉ給
、
但
不
及
譲
状
、
律
師
住
白
河
之
後
、
改
初
奉
渡
承
香
殿
、
後
令
住
俊
資
入
道
事
也
、

他
人
也
、
麦
豪
海
阿
閣
梨
為
前
大
僧
正
弁
子
弟
子
、
随
又
無
住
房
、
佃
考
有
由
緒
之
、
哩

給
、
但
一

他
人
也
、

妨
之
状
、

（
中
略
）

蓮
華
院
房
舎
敷
地
等
事

如
件
、

久
寿
二
年
四
月
廿
七
日

而
彼
御
房
御
在
生
之
時
、

故
□
所
譲
与
也
、

１

行
海
律
師
依
無
居
所
、
令
預

向
後
更
以
不
可
致
他
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こ
こ
で
は
彼
律
師
す
な
わ
ち
行
海
律
師
の
進
止
と
し
て
、
房
舎
敷
地
等
は
他
人
に
譲
与
す
べ
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
注
意
す
べ
き
は
波
線
部
分
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
行
海
律
師
は
こ
の
房
舎
敷
地
等
を
預
か
っ
た
の
で
あ
り
、
譲
ら
れ
た
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
譲
与
の
結
果
と
し
て
、
行
海
律
師
の
進
止
が
成
り
立
っ
て
い
る
訳
で
は
決
し
て
な
い
。

行
海
律
師
は
、
前
大
僧
正
が
「
在
生
」
の
時
に
居
所
が
な
い
の
で
そ
れ
を
預
か
り
、
そ
こ
で
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

白
河
に
移
っ
た
後
は
、
俊
資
入
道
に
居
住
せ
し
め
て
い
た
。
行
海
律
師
の
進
止
と
は
、
こ
の
よ
う
に
蓮
華
院
に
実
際
に
居
住
し
、
あ

る
い
は
誰
か
を
居
住
さ
せ
、
そ
れ
を
現
に
利
用
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
蓮
華
院
を
譲
与
す

る
権
限
が
行
海
律
師
に
発
生
し
た
か
と
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
全
く
あ
り
得
な
い
。
蓮
華
院
は
、
そ
の
寺
務
を
統
括
す
る
座

（
１
）

、
王
権
大
僧
都
の
手
に
よ
っ
て
、
前
大
僧
正
お
よ
び
座
主
の
弟
子
で
あ
る
豪
海
阿
閣
梨
に
鍍
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
こ
の
史
料
の
検
討
だ
け
か
ら
い
え
ば
、
「
譲
与
の
前
提
と
し
て
進
止
が
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
進
止
す
る
者
の
み
が
譲
与
で

き
る
と
か
、
そ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
は
全
く
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
か
と
思
う
。
進
止
は
譲
与
の
権
限
を
当
然
に
含
ん
で
い
る（
２
）

訳
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
は
全
く
別
次
一
工
の
問
題
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
進
退
・
進
止
が
、
譲
与
を
は
じ
め
、
売
買
、
処
分
、

寄
進
、
相
博
等
に
関
す
る
史
料
に
多
く
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
平
安
期
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
史
料
は
多

数
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
だ
け
か
ら
進
退
・
進
止
が
い
わ
ば
広
い
意
味
で
の
処
分
権
を
含
ん
で
い
た
と
す
る
な
ら
、
そ
れ

は
あ
ま
り
に
も
皮
相
で
表
面
的
な
見
解
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
節
表
１
に
掲
げ
た
進
退
・
進
止
の
用
例
の
う
ち
、
広

い
意
味
で
の
処
分
と
関
連
し
て
い
る
の
は
、
次
の
三
二
例
で
あ
る
。
数
字
は
表
１
の
番
号
を
示
す
。

座
主
権
大
僧
都
（
花
押
）
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平安期の進退・進止について

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
進
退
・
進
止
（
厳
密
に
は
進
退
）
の
用
例
の
多
く
が
領
掌
や
領
知
と
並
置
さ
れ

た
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
傍
点
を
付
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
、
扁
駕
型
⑳
の
四
例
は
領
知
と
並
置
さ
れ
て
い
る
。
⑲
ｂ
は

欠
字
が
あ
り
、
「
知
」
の
部
分
し
か
わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
領
知
と
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑬
も
欠
字
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
が
、

「
平
安
遺
文
」
で
推
測
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
領
掌
か
、
あ
る
い
は
領
知
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
文
字
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
他
は
い
ず
れ
も
領
掌
と
並
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
領
掌
や
領
知
と
並
置
さ
れ
な
い
の
は
全
部
で
九
例
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

進
止
は
三
例
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
単
独
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
領
掌
や
領
知
と
並
置
さ
れ
る
の

は
進
退
に
限
ら
れ
て
い
る
。
広
い
意
味
で
の
処
分
と
の
関
連
で
用
い
ら
れ
る
場
合
以
外
に
お
い
て
も
、
一
般
に
進
退
が
領
掌
と
並
置

（
３
）

さ
れ
る
例
は
非
常
に
多
い
。
そ
の
点
で
は
、
進
退
と
進
止
は
い
さ
さ
か
壼
叩
感
を
異
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
平
安
遺
文
」
を
織
け
ぱ
す
ぐ
に
誰
し
も
が
気
づ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
広
い
意
味
で
の
処
分
と
の
関
連
で
領
掌
や
領

知
が
あ
ら
わ
れ
る
例
が
多
数
存
在
す
る
。
と
り
あ
え
ず
目
に
し
た
も
の
を
拾
っ
た
だ
け
で
も
次
に
掲
げ
る
ぐ
ら
い
あ
る
。
綿
密
に
拾

え
ば
も
っ
と
多
数
あ
る
で
あ
ろ
う
。
数
字
は
「
平
安
遺
文
」
の
文
書
番
号
を
示
し
て
い
る
。

〔
表
３
〕梱
博
…
…
⑳

寄
進
…
…
⑰
ａ
⑰
ｂ
国
陶
画
ａ
⑳
ｂ
⑩
ａ
⑩
ｈ

鯛
…
曇 ！！
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こ
の
中
に
は
、
進
退
・
進
止
と
並
置
さ
れ
て
い
る
前
記
の
例
は
入
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
を
加
え
る
と
そ
の
数
は
も
っ
と
増
え

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
掲
げ
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
い
っ
て
も
、
領
掌
・
領
知
単
独
で
朗
例
、
進
退
・
進
止
と
の
並
置
で
羽
例
、

計
Ⅲ
例
を
数
え
る
こ
と
に
な
る
。
数
だ
け
で
い
え
ば
、
進
退
・
進
止
よ
り
む
し
ろ
領
掌
・
領
知
の
方
が
広
い
意
味
で
の
私
的
処
分
と

よ
り
密
接
に
関
係
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
内
容
的
に
も
領
掌
・
領
知
が
そ
の
よ
う
な
私
的
処
分
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
史
料
が
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
「
平
安
遺
文
』
’
三
九
二
号
の
「
僧
頼
禅
家
地
売
券
」
で
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

〔
表
４
〕

脅蕊：鏡
：～〆：

３６６８８

２１１１６９７

２１５１８８０

２３９２４１０

３００２７５８

３１７２８５６

３２３３１３８

３５２３３１２

６０４３４１６

７０５３４５６

9713464

10973579

13923612

18863682

20133768

21733802

23163811

23193824

23584271

23724656

2659

2782

2817

2824

3027

３１４９

３１６８

3186

3317

3365

3423

３４４０

３４９８

３４９９

３５３３

３６３５

３６５４

３６６７

３８２３

３９１４

３９１８

充相
行樽

処
分

寄
進

謹
解
申
売
渡
領
地
事

合
拾
陸
丈
陸
尺
陸
寸
評
極
亟
痙
雄
駅
極
論

（
中
略
）

３２９３５０５２７９９２０２４０１８

４９７２４９６８３３５２１９２２４０６６

３６７５２２６９４０７８

４１５４２４２３４０８２

２７１７４１１１

２９０６４１２５

３６０１４２１３

３８７０４９６９

３９２６

４０６７

４０９０
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こ
れ
に
よ
る
と
、
当
該
領
地
は
、
藤
原
基
家
↓
頼
禅
↓
清
原
市
清
と
転
売
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
初
の
売
買
に
よ
っ
て

頼
禅
は
こ
の
領
地
を
領
掌
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
第
二
の
売
買
を
行
な
っ
た
結
果
、
今
度
は
清
原
市
清
が
そ
の
領
地
を
領
掌
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
Ａ
が
領
掌
す
る
土
地
を
Ｂ
に
売
買
し
、
Ｂ
が
そ
の
土
地
を
領
掌
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
領
掌
は
売
買
の
前
提
で
も
あ
り
、
そ
の
結
果
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
第
二
の
売
買
に
お
い

て
、
本
公
験
が
「
類
地
」
の
あ
る
こ
と
か
ら
渡
さ
れ
ず
、
新
し
く
券
文
を
作
成
し
そ
れ
を
も
っ
て
「
累
代
」
の
公
験
と
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
土
地
売
買
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は
、
領
掌
の
移
転
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
新
し
く
券
文
を
作
成
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
売
買
の
根
拠
お
よ
び
効
力
は
領
掌
の
移
転
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。
「
平
安
遺
文
」
一
一
一
六
号
の
「
太
政
官
符
案
」
に
は
、
「
件
庄
地
、
以
去
八
月
十
一
日
、
故
親
子
内
親
王
乳
母
毛
野
好
子
自
手
、
於

宮
売
進
既
畢
、
為
変
領
掌
」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
売
買
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
領
掌
か
変
わ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
そ
し
て
一
平

安
遺
文
」
三
一
一
一
一
八
号
の
「
後
白
河
院
牒
下
文
」
に
は
、
「
当
庄
立
券
之
後
、
錐
及
□
冊
余
年
、
全
無
国
司
之
妨
領
掌
、
相
伝
券
契
明

白
也
、
愛
継
母
故
顕
隆
卿
女
子
以
次
第
文
書
、
譲
与
昌
雲
、
佃
以
制
矧
、
更
無
他
妨
」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
譲
与
に
つ
い
て
も
譲

与
の
前
提
お
よ
び
結
果
と
し
て
領
掌
・
領
知
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
領
掌
・
領
知
こ
そ
が
広
い
意
味
で
の
私
的
処
分
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
そ
れ
が
絶
対
的
必
要
条
件

で
あ
っ
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
あ
る
土
地
を
領
掌
・
領
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
の
売
買
や
あ
る
い
は
譲
与
等
を
行
な
う

放
券
文
如
件
、

右
件
地
元
者
伊
賀
大
進
藤
原
基
家
之
従
手
、
伺
洞
禅
之
買
得
領
掌
年
久
、

（
史
）

典
薬
吏
生
清
原
市
清
已
畢
、
但
至
於
本
公
験
者
、
依
有
類
地
、
不
能
副
渡
、

承
徳
弐
年
三
月
五
日
売
人
僧
（
花
押
）

売
買
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
領
掌
が
変
わ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
平

凶
岨
細
鞠
『
丸
１
為
累
代
之
公
験
、
可
被
領
掌
、

而
直
依
有
要
用
、
充
直
米
拾
石
絹
津
栢
疋
、
売
与

DＩＩ
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（
４
〉

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
既
に
井
ヶ
田
良
治
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
平
安
期
に
お
い
て
は
、
知

行
は
多
く
事
務
・
職
務
の
執
行
に
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
、
領
掌
は
も
っ
ぱ
ら
所
領
の
支
配
に
用
い
ら
れ
る
。
領
掌
・
領
知
は
近
代

法
的
な
意
味
で
の
単
な
る
占
有
で
は
な
く
、
そ
れ
は
一
定
の
権
限
に
基
づ
く
土
地
の
現
実
的
も
し
く
は
観
念
的
な
支
配
権
と
し
て
、

譲
与
・
売
買
等
に
関
す
る
私
的
処
分
権
を
も
内
包
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
故
、
表
３
に
お
い
て
領
掌
・
領
知
と
進
退
・
進
止
が

並
置
さ
れ
る
場
合
、
譲
与
や
売
買
等
の
私
的
処
分
は
、
進
退
・
進
止
を
根
拠
に
し
て
で
は
な
く
、
領
掌
・
領
知
に
基
づ
い
て
行
な
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
表
３
に
お
い
て
、
領
掌
・
領
知
と
並
置
さ
れ
ず
、
進
退
・
進
止
の
み
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
場
合
は

ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
⑰
に
お
い
て
は
、
進
止
は
譲
与
と
特
に
関
係
す
る
訳
で
は
な
く
、

譲
与
の
前
提
と
し
て
進
止
が
あ
る
訳
で
は
な
か
っ
た
。
同
じ
こ
と
が
そ
の
他
の
場
合
に
も
い
え
る
か
、
検
討
を
加
え
よ
う
。

ま
ず
⑳
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
右
大
臣
藤
原
宗
忠
譲
状
写
」
と
題
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
史
料
の
中
に
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

こ
の
史
料
は
、
「
平
安
遺
文
」
で
は
、
「
本
書
梢
疑
ハ
シ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
第
一
に
当
時
の
も
の
と
し
て
ど
れ
程
信
用

が
お
け
る
か
不
安
が
あ
る
。
内
容
的
に
は
譲
与
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
処
分
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
小
泉
庄
は

長
男
中
将
に
文
書
絵
図
を
添
え
て
渡
さ
れ
る
が
、
た
だ
し
、
年
貢
は
平
均
し
て
五
人
に
分
与
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

中
御
門
右
大
臣
宗
忠
公
鍍
状
案

越
後
国
小
泉
庄
、
自
大
宮
右
大
臣
殿
御
時
伝
領
此
家
也
、
而
今
日
々
次
宜
也
、
相
具
文
書
絵
図
、
渡
奉
長
男
中
将
、
但
於
年
貢

者
、
随
出
来
平
均
可
被
分
与
五
人
也
、
是
錐
非
幾
物
、
只
志
之
所
之
、
所
注
置
也
、

抑
国
司
有
停
廃
之
時
者
、
早
申
殿
下
可
沙
汰
也
、
定
有
許
容
歎
、
佃
所
申
付
如
件
、

保
安
四
年
八
月
八
日
判

澗
剰
川
濁
「
随
其
勤
否
、
可
進
止
給
也

、
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（
マ
マ
）

右
、
件
治
田
一
元
者
、
故
友
近
之
領
財
也
、
而
友
近
之
手
よ
り
重
友
処
分
得
天
進
退
、
重
友
之
手
よ
り
武
国
得
天
進
退
知
之
間
、

更
無
他
妨
、
而
依
急
用
有
、
限
件
直
物
、
永
所
沽
渡
進
伊
勢
行
成
如
件
、
然
者
次
第
本
目
録
相
副
、
新
立
券
、
以
辞
、

長
寛
一
一
一
年
三
月
一
五
日
藤
原
（
花
押
）

こ
こ
に
は
二
ヶ
所
進
退
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
後
者
の
⑬
ｂ
は
前
述
し
た
よ
う
に
領
知
と
並
置
さ
れ
て
い
る
と
推
測
し
た
も
の
で
あ

る
。
前
者
の
⑭
ａ
は
、
確
か
に
一
見
す
る
と
処
分
に
関
係
し
て
い
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
だ
け
で
は
両
者
の
関
係
は
具

体
的
に
は
な
ん
と
も
い
い
難
い
。
処
分
に
関
す
る
次
の
史
料
が
そ
の
点
で
は
よ
り
明
確
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
処
分
に
関
し
て
は
進
退

と
だ
け
あ
っ
て
も
、
売
買
と
の
関
連
で
は
領
知
と
並
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
み
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

「
大
江
通
光
処
分
状
」
と
題
さ
れ
る
、
＠
に
関
す
る
史
料
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

進
止
を
含
む
一
文
が
、
そ
の
こ
と
と
は
別
の
問
題
に
関
し
て
、
す
な
わ
ち
預
人
に
つ
い
て
そ
の
「
勤
否
」
に
従
っ
て
進
止
す
べ
き
と

い
う
形
で
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
進
止
の
主
体
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
一
応
長
男
中
将
と
考
え
た
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
そ
の
対
象
は
預
人
で
あ
っ
て
小
泉
庄
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
小
泉
庄
の
譲
与
な
い
し
は
処
分
と
の
関
係
で
、
進
止
が
用
い

ら
れ
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
、
③
ａ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
藤
原
武
国
田
地
売
券
」
と
題
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
史
料
の
中
に
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

謹
辞
４

（
中
略
） 永
沽
渡
進
治
田
立
券
事

「
母
乙
姫
可
被
憐
悪
、
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こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
大
江
通
光
の
父
通
盛
に
よ
り
尊
勝
寺
に
寄
進
さ
れ
た
相
伝
私
領
は
、
子
々
孫
々
相
継
し
て
庄
務
を
執
行
す

べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
通
光
は
そ
の
庄
務
執
行
権
を
女
子
（
伊
豆
前
司
上
）
に
処
分
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
時

通
光
は
ま
だ
生
存
中
で
あ
り
、
見
存
の
間
は
相
伝
私
領
を
進
退
す
べ
し
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
処
分
と
は
別
に
進
退
が
行
な
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

⑬
も
処
分
と
進
退
の
関
係
を
具
体
的
に
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
大
中
臣
某
畠
地
去
渡
状
」
と
題
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
史
料
の
中

に
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

子
伊
豆
前
司
上
処
分
畢
、
但
見
存
之
間
、
可
進
退
之
状
、
如
件
、

〈
通
光
）

保
元
一
一
一
年
八
月
二
日
散
位
大
江
朝
臣
（
花
押
）

在
近
江
国
愛
智
郡
尊
勝
寺
御
香
薗

（
迩
盛
）

右
、
件
庄
親
父
大
学
頭
朝
臣
以
相
伝
私
領
、
寄
進
御
寺
、
而
子
々
孫
々
相
継
可
令
執
行
庄
務
之
由
、
所
被
申
下
宣
】
曰
也
、
而
女

処
分
給
庄
壱
所
事

四
至
有
先
処
分
文

右
、
件
畠
地
百
八
十
歩
、

二
女
子
大
中
臣
宮
古
曽
子
加
渡
畠
地
壱
杖
事

在
度
会
郡
上
宇
羽
西
村
内
字
太
良
垣
内
者

以
先
年
之
比
、
劉
樹
調
知
内
１
弔
剰
遣
週
、
安
依
二
女
子
分
不
足
、
件
畠
百
八
十
歩
之
内
、
壱
杖
加

（
大
江
朝
臣
ノ
花
押
）

（
花
押
）
」
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こ
こ
で
は
処
分
の
後
に
、
大
中
臣
宮
古
・
曽
子
に
畠
百
八
十
歩
の
う
ち
壱
杖
を
更
に
渡
し
た
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
そ
の
主
体
は

誰
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
発
給
主
体
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
平

安
遺
文
」
の
表
題
に
あ
る
よ
う
に
、
大
中
臣
の
一
族
の
誰
か
と
考
え
る
の
は
ま
ず
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
畠
は
処
分
に
よ

り
後
家
分
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
故
大
中
臣
の
寡
妻
に
求
め
る
想
定
も
生
じ
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
の
考
え

は
成
り
立
ち
得
な
い
。
と
い
う
の
は
、
故
大
中
臣
を
こ
こ
で
は
故
親
父
と
称
し
て
お
り
、
そ
れ
は
文
書
の
発
給
主
体
か
ら
み
て
の
呼

称
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
主
体
は
故
大
中
臣
の
子
、
お
そ
ら
く
は
嫡
子
で
あ
っ
た
と
し
か
考
え
よ
う

が
な
い
。
従
っ
て
、
進
退
の
主
体
も
、
故
大
中
臣
の
子
で
あ
る
。
処
分
の
結
果
、
後
家
分
と
し
て
故
大
中
臣
の
寡
妻
が
領
掌
す
る
こ

（
５
）

と
に
な
っ
た
畠
を
、
そ
の
子
が
進
退
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
領
掌
と
進
退
は
多
く
の
場
合
同
一
の
主
体
に
属
す
る
が
、
分
裂
す
る
こ
と

も
あ
り
得
た
。
こ
こ
で
も
進
退
は
処
分
と
直
接
に
関
係
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
女
子
に
対
す
る
畠
地
の

増
加
は
、
進
退
に
基
づ
い
て
譲
与
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
「
加
故
親
父
分
配
之
内
」
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
処
分
の
内
訳
に
関

す
る
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
寄
進
に
関
す
る
用
例
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
、
次
に
掲
げ
る
⑳
の
「
藤
原
永
範
寄
進
状
案
」
の
例
で
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

（
鋤
裏
書
）

「
寄
文
案
」

寄
進（
中
略
）

故
親
父
分
配
之
内
、
所
永
渡
如
件
、
佃
為
後
代
、
往
事
状
、
以
解
、

永
暦
一
一
年
一
一
一
月
廿
三
日
、
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
］

所
領
牧
壱
処
事
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こ
の
史
料
も
一
見
す
る
と
、
永
実
朝
臣
が
進
止
に
基
づ
い
て
牧
を
沽
却
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
史
料

全
体
を
検
討
す
る
と
決
し
て
そ
の
よ
う
に
は
い
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
牧
の
伝
来
を
記
述
し
た
部
分
に
よ
れ
ば
、
こ
の
牧
は

も
と
も
と
は
永
実
の
外
戚
大
江
公
資
の
私
領
で
あ
り
、
長
暦
年
中
に
故
民
部
卿
長
家
卿
家
に
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
公
資
↓
広
経
↓
永
実
↓
永
範
と
処
分
さ
れ
相
伝
さ
れ
る
一
方
、
寄
進
さ
れ
た
側
で
も
、
民
部
卿
家
か
ら
九
条
前
太
政
大
臣
家

に
伝
領
さ
れ
、
俊
家
が
本
家
と
し
て
領
知
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
間
特
に
問
題
は
な
か
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
本
家
が
天
永
三
年

の
頃
に
一
切
経
の
書
写
に
あ
た
っ
て
料
物
を
必
要
と
し
た
た
め
、
こ
の
牧
が
沽
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
後
永
実
・
永
範
の
私
領
と
し
て
年
序
を
種
ん
で
ま
た
再
び
今
度
は
円
勝
寺
に
寄
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
を

通
し
て
み
る
と
、
こ
の
牧
を
沽
却
し
た
主
体
は
本
家
と
し
て
の
俊
家
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
本
家
職
の
売
買
で
あ
り
、
し

か
も
そ
れ
を
買
い
取
っ
た
の
は
永
実
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、
円
勝
寺
へ
の
再
度
の
寄
進
ま
で
こ
の
牧
は
、
本
家
を
お
か
な
い

私
領
と
し
て
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
解
釈
が
も
し
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
進
止
に
係
わ
る
こ
の
一
文
の

意
味
は
、
〃
（
本
家
の
俊
家
は
、
）
永
実
が
（
こ
の
牧
を
）
進
止
し
て
い
た
の
で
、
（
永
実
に
こ
の
牧
の
本
家
職
を
）
永
く
沽
却
し
た
〃

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
寄
進
状
に
あ
ら
わ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
の
進
止
は
沽
却
Ⅱ
売
買
と
の
関
連
で
問
題
と

右
件
牧
元
者
、
親
父
文
章
博
士
永
実
朝
臣
之
外
戚
、
先
祖
大
江
公
資
朝
臣
私
領
也
、
而
以
去
長
暦
年
中
所
寄
進
故
民
部
卿
長
家

二
三
ｌ

卿
家
也
、
介
降
公
資
朝
臣
処
分
嫡
男
広
経
朝
臣
、
広
経
処
分
干
外
孫
、
水
実
朝
臣
、
、
氷
実
処
分
干
永
範
、
次
弟
相
伝
領
掌
年
尚
芙
、

又
従
彼
民
部
卿
家
、
九
条
前
太
政
大
臣
家
伝
領
、
次
同
俊
家
又
領
知
、
即
為
本
家
、
勤
仕
年
貢
雑
事
之
間
、
全
無
有
牢
寵
、
然

間
彼
本
家
去
天
永
三
年
之
比
一
切
経
被
害
写
之
時
、
件
料
准
物
弐
万
伍
千
疋
、

其
後
為
私
領
年
序
漸
積
、
而
今
為
募
権
威
、
所
寄
進
円
勝
寺
也
、
御
年
貢
者
、

（
下
略
）

鯏
幻
引
加
実
朝
臣
、
依
進
止
、
永
所
沽
却
給
也
、
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平安期の進退・進止について
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
進
止
に
基
づ
い
て
沽
却
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
進
止
と
沽
却
の
主
体

は
、
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
表
４
に
は
掲
げ
て
い
な
い
が
、
こ
の
史
料
に
み
え
る
領
掌
は
、
処
分
と
の
関
連
で
用
い
ら
れ

て
い
る
例
の
一
つ
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

⑳
ａ
⑳
ｂ
は
、
「
下
総
権
介
平
経
繁
私
領
寄
進
状
案
」
と
題
さ
れ
る
一
連
の
史
料
の
一
部
に
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

二
ケ
所
あ
ら
わ
れ
る
進
退
の
う
ち
、
前
者
の
⑳
ａ
は
確
か
に
処
分
の
結
果
で
も
あ
り
、
ま
た
寄
進
の
前
提
で
も
あ
る
。
処
分
と
の

関
係
で
は
前
に
処
分
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
か
ら
だ
け
で
は
そ
の
具
体
的
な
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

問
題
は
寄
進
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
者
⑲
ｂ
の
進
退
と
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
後
者
の
進
退
の
主

体
は
、
当
時
領
主
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
皇
大
神
官
権
神
主
荒
木
田
延
明
を
さ
す
。
そ
し
て
、
そ
の
対
象
は
寄
進
者
経
繁
の
相
伝
所

（
後
脱
）

令
相
伝
経
繁
子
孫
、
預
所
者
可
令
相
承
口
入
人
散
位
源
朝
臣
友
定
等
子
孫
笑
、
価
為
代
明
鏡
新
立
券
文
謹
解
、

大
治
五
年
六
月
十
一
日

正
六
位
上
行
下
総
権
介
平
朝
臣
（
花
押
影
）

所
奉
附
属
於
皇
大
神
官
権
神
主
荒
木
田
延
明
如
件
、
但
至
千
田
畠
所
当
官
物
者
、

右
件
地
、
為
先
祖
相
伝
所
領
、
敢
無
他
妨
、
而
田
処
到
九
、
進
退
之
間
、
更
無
異
論
処
、
為
仰
神
威
、
定
永
地
、

正
六
位
上
行
下
総
権
介
平
朝
臣
経
繁
解
申
永
奉
附
属
所
領
地
事

合
壱
処

（
中
略
）

令
進
退
当
時
領
主
給

牛
氷
地
、
相
副
文
書
等
、

、
於
加
地
子
弁
下
司
、
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領
の
田
畠
所
当
官
物
を
さ
す
。
従
っ
て
、
こ
の
進
退
が
寄
進
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
の
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
寄
進
の
結
果
、

領
主
荒
木
田
延
明
が
所
当
官
物
を
進
退
し
、
寄
進
者
平
経
繁
の
子
孫
が
加
地
子
・
下
司
を
相
伝
し
、
口
入
人
源
友
定
等
の
子
孫
が
預

所
を
相
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
徳
分
の
寄
進
に
お
い
て
は
、
所
領
そ
の
も
の
の
領
掌
よ
り
、
所
領
か
ら
産

み
出
さ
れ
る
果
実
、
す
な
わ
ち
そ
の
生
産
物
を
把
握
す
る
こ
と
の
方
が
む
し
ろ
よ
り
重
要
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
前
者
の
進
退

も
、
い
わ
ば
後
者
の
進
退
に
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
、
そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
６
）

⑱
ｂ
は
、
同
じ
く
相
馬
御
厨
に
関
す
る
寄
進
状
に
あ
る
。
寄
進
の
経
緯
等
に
つ
い
て
は
、
安
田
一
兀
久
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
こ
こ

で
の
進
退
の
用
法
は
、
前
の
⑳
ｂ
の
場
合
と
全
く
同
一
で
あ
る
の
で
、
史
料
は
特
に
褐
記
し
な
い
。
そ
れ
は
、
や
は
り
寄
進
の
結
果

と
し
て
徳
分
に
関
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
迂
遠
な
考
証
を
続
け
て
き
た
趣
要
す
る
に
こ
こ
で
い
い
た
い
こ
と
は
、
進
退
・
進
止
に
不
動
産
の
私
法
的
処
分
権
が
含

ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
処
分
や
寄
進
と
の
関
連
で
は
、
や
や
微
妙
な
場
合
が

存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
、
処
分
に
よ
る
田
地
の
移
動
が
必
ず
し
も
即
時
的
・
確
定
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
り
、
寄
進
の
場
合
徳
分
の

把
握
の
面
が
よ
り
重
視
さ
れ
た
、
と
い
う
特
殊
な
条
件
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
進
退
・
進
止
が
処
分
や
寄
進
と
の
関
係
で
あ
ら
わ

れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な
処
分
や
寄
進
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
田
地
の
状
況
を
単
に
事
実
と
し
て
述
べ
て
い
る
に

す
ぎ
ず
、
進
退
・
進
止
が
処
分
や
寄
進
の
法
的
根
拠
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
的
に
い
え

ば
、
平
安
期
に
お
い
て
は
検
討
し
た
史
料
に
よ
る
限
り
で
は
、
領
掌
・
領
知
こ
そ
が
田
地
の
譲
与
や
売
買
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
私
的
処
分
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

次
に
、
石
井
説
の
第
二
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
補
任
宛
行
お
よ
び
改
易
没
収
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
平
安
期
の
史
料

と
し
て
、
石
井
氏
は
東
大
寺
文
書
か
ら
二
例
紹
介
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
補
任
と
宛
行
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
補
任
に
関
す
る
も

の
は
、
表
１
⑰
ｂ
で
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
史
料
に
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。
傍
線
部
分
ａ
証
の
進
退
が
⑰
ａ
の
用
例
に
相
当
し
、
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平安期の進退・進止について

確
か
に
、
こ
の
史
料
で
は
、
把
岐
庄
は
本
来
観
世
音
寺
金
堂
が
進
退
す
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
綱
等
が
庄
司
を
実
質
的
に
補

任
し
て
い
る
状
況
が
非
難
さ
れ
て
お
り
、
進
退
が
補
任
と
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
進
退
・
進
止
の
対
象
が
職
で
あ

る
場
合
、
そ
の
中
心
的
内
容
は
や
は
り
補
任
宛
行
で
あ
ろ
う
。
ま
た
直
接
に
人
間
を
対
象
と
す
る
場
合
、
特
に
そ
の
人
間
が
官
人
や

荘
官
的
な
存
在
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
も
補
任
に
係
わ
る
問
題
が
当
然
重
要
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
前
節
で
述
べ
た
⑳
ｂ
や
⑰
は
、
そ

の
よ
う
な
状
況
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
例
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
、
進
退
・
進
止
が
そ
の
内
容
と
し
て
補
任
宛
行
を
含
む

場
合
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
た
だ
そ
の
場
合
、
職
や
人
間
が
直
接
に
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
と
、
庄
や
田
畠
等
が
対
象

と
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
両
者
を
全
く
同
一
に
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
進
退
・
進
止
が
庄
や
田
畠
等
を
対
象
と
し
て
い
る

ｂ
５
の
進
退
が
⑰
ｂ
の
用
例
に
相
当
す
る
と
一
応
い
え
る
が
、
実
質
的
な
差
異
は
あ
ま
り
な
い
。

ａ

以
件
把
岐
庄
充
長
講
料
之
由
、
定
示
寺
家
已
了
、
今
須
唯
令
長
講
僧
等
一
向
進
退
、

検
田
収
納
不
可
遣
寺
政
所
便
、
便
令
修
僧
等
検
知
之
也
、
在
御
判

金
堂
長
講
僧
等
解
，
申
請
府
裁
事

ａ

請
被
蒙
裁
定
進
退
把
岐
庄
検
見
作
収
納
井
庄
司
等
状

。
、

右
謹
案
事
情
、
件
堂
被
寄
把
岐
庄
可
進
退
之
由
、
府
牒
重
畳
也
、
而
時
二
一
綱
等
、
乍
見
其
府
牒
旨
、
或
庄
司
暗
以
補
任
、
或
検

見
作
収
納
事
、
任
例
可
執
行
由
云
々
者
、
不
蒙
裁
定
、
不
可
有
、
佃
録
状
言
上
、
抑
興
法
之
道
自
然
退
、
修
僧
之
心
又
以
塀
、

江
、

望
請
府
裁
、
將
以
件
庄
之
事
進
退
、
佃
録
事
状
、
請
府
裁
、
以
解
、

永
酢
二
年
七
月
廿
七
日
専
寺
僧
覚
運

五
師
僧
慶
源
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そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
前
記
⑰
ｂ
に
関
す
る
史
料
を
再
度
見
直
す
と
き
、
そ
こ
に
み
え
る
進
退
を
は
た
し
て
補
任
と
の
関
係
だ
け

で
捉
え
て
い
い
の
か
、
些
か
疑
問
に
思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
史
料
全
体
を
検
討
す
れ
ば
、
補
任
と
の
関
係
だ
け

で
考
え
る
の
は
一
面
的
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
補
任
の
す
ぐ
後
に
は
「
或
検
見
作
収
納
事
」
と
続
い
て
お
り
、
ま

た
事
書
に
続
く
部
分
に
も
「
検
見
作
収
納
井
庄
司
等
」
と
あ
っ
て
、
庄
司
の
補
任
と
と
も
に
検
田
と
収
納
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
、
袖
書
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
「
検
田
収
納
不
可
遺
寺
政
所
便
、
使
令
修
僧
等
検
知
之
也
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
検

田
収
納
の
た
め
に
は
寺
政
所
使
を
遣
わ
す
べ
き
で
は
な
く
、
修
僧
等
を
し
て
検
知
せ
し
む
と
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
検
田
収
納
が
目

的
で
あ
り
、
庄
司
の
補
任
は
そ
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
袖
書
に
よ
れ
ば
、
把
岐
庄
を
も
っ
て
長
講
料
に
充
て
た
が
故

に
、
金
堂
長
講
僧
等
が
把
岐
庄
を
進
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
把
岐
庄
の
進
退
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
そ
こ
か

ら
長
講
料
分
を
収
益
す
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
収
納
が
問
題
と
な
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

検
田
が
必
要
と
な
り
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
取
り
行
な
う
庄
司
が
補
任
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
進
退
す
る
主
体
が
限
定
さ
れ
た
特
定
の

人
間
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
人
間
が
自
ら
独
力
で
収
納
等
を
行
な
う
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
庄
司
の
補
任
は
勿
論
必
要
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
田
地
等
を
対
象
と
す
る
進
退
・
進
止
に
お
い
て
は
、
何
よ
り
も
そ
こ
か
ら
の
収
益
の
把
握
こ
そ
が
基
本
的
・
本
質

的
問
題
で
あ
り
、
補
任
宛
行
は
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
二
次
的
な
問
題
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
。
石
井
氏
が
補
任
宛
行
に
係
わ
る
も

の
と
し
て
挙
げ
て
い
る
も
う
一
つ
の
史
料
、
す
な
わ
ち
表
１
⑬
に
お
い
て
も
、
「
偏
令
制
止
領
主
之
進
退
、
恋
充
行
他
人
、
悉
収
公
田

畠
、
所
当
之
地
利
一
切
不
令
知
領
主
」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ
る
よ
う
に
、
他
人
に
宛
行
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
田

畠
所
当
の
地
利
を
領
主
か
ら
奪
っ
た
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
寄
進
と
の
関
係
で
進
退

場
合
、
補
任
宛
行
が
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
庄
や
田
畠
等
を
管
理
す
る
荘
官
的
な
存
在
に
対
し
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
わ
ば
間
接

的
に
問
題
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
田
地
を
対
象
と
す
る
進
退
・
進
止
の
直
接
的
な
内
容
と
は
い
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
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平安期の進退・進止について
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
⑳
ｂ
⑭
ｂ
に
お
い
て
は
、
寄
進
の
結
果
領
主
は
徳
分
を
進
退
し
た
の
で
あ
り
、
寄
進
の
場
合
、
田
地
の
生
産
物

を
把
握
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
収
益
が
最
も
重
要
で
あ
っ
た
。
前
述
の
表
４
に
お
い
て
、
領
掌
・
領
知
の
あ
ら
わ
れ
る
例
が
、
寄
進

に
関
し
て
は
譲
与
や
売
買
に
く
ら
べ
る
と
比
較
的
少
な
く
、
そ
し
て
逆
に
表
３
に
お
い
て
領
掌
・
領
知
と
並
置
さ
れ
ず
進
退
・
進
止

の
み
が
あ
ら
わ
れ
る
例
が
寄
進
の
場
合
に
最
も
多
い
こ
と
は
、
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

田
畠
や
宅
地
等
の
土
地
お
よ
び
不
動
産
を
進
退
・
進
止
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
進
退
・
進
止
の
一
般
的
意
義
で
い
え
ば
そ
れ
ら
の

土
地
・
不
動
産
を
意
の
ま
ま
に
支
配
し
統
御
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
実
質
的
な
内
容
の
中
心
は
、
そ
れ
ら
を
利
用
・
使
用

し
、
そ
こ
か
ら
便
益
を
得
、
あ
る
い
は
経
済
的
利
益
を
猫
得
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
使
用
・
収
益
こ
そ
、
土
地
法
上
に
お
け

る
進
退
・
進
止
の
本
質
部
分
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
⑰
の
場
合
に
お
い
て
は
、
寺
院
の
房
舎
敷
地
等
を
居

住
に
利
用
す
る
こ
と
を
実
質
的
な
内
容
と
し
て
、
進
止
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
前
節
で
（
Ｃ
）
の
場
合
の
最
初
の
用
例
と
し

て
掲
げ
た
⑬
に
お
い
て
は
、
戸
主
等
が
庄
内
公
田
を
進
退
領
掌
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
進
退
の
内
容
と
し
て
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
田
を
耕
作
し
、
そ
こ
か
ら
収
穫
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、

田
租
や
正
税
出
挙
に
相
当
す
る
部
分
は
控
除
さ
れ
る
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
収
益
は
挙
げ
得
た
は
ず
で
あ
る
。
土
地
・
不
動
産
を
対

象
に
し
て
進
退
・
進
止
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
土
地
・
不
動
産
の
利
用
・
使
用
と
い
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
特
に
史
料
上
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
収
益
に
つ
い
て
は
、
そ
の
配
分
や
帰
属
を
め
ぐ
る
問
題
と
の
係
わ

り
で
、
史
料
の
上
に
も
明
示
的
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
場
合
が
ま
ま
あ
る
。

次
に
掲
げ
る
の
は
、
「
後
白
河
上
皇
院
宣
」
と
題
さ
れ
る
、
表
１
⑥
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

東
大
寺
領
清
澄
庄
内
六
町
二
段
半
、
前
内
府
家
領
為
其
妨
之
条
、
尤
以
不
便
、
早
停
止
無
道
、
寺
家
進
退
、
宜
令
進
官
物
已
下

「
繍
耀
一
正
鍵
停
止
平
家
無
道
院
官
乏
正
文
」
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こ
の
史
料
は
、
院
宣
の
原
本
の
伝
存
す
る
古
い
も
の
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
異
筆
の
注
記
や
端
裏
の
記
戦
で
は
そ
の
年
次
は
寿

（
７
）

氷
元
年
（
一
一
八
一
一
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
寿
永
二
年
（
一
一
八
一
一
一
）
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
院

宣
に
よ
っ
て
東
大
寺
領
清
澄
庄
に
対
す
る
前
内
大
臣
平
宗
盛
の
押
妨
を
停
止
し
た
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
「
寺
家
進
退
」
と

命
じ
た
す
ぐ
後
に
、
「
官
物
以
下
雑
事
」
を
進
ぜ
し
む
べ
き
と
し
て
い
る
。
官
物
雑
事
等
を
寺
家
が
収
納
す
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
ま

さ
に
「
寺
家
進
退
」
の
具
体
的
な
内
容
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
大
和
国
箸
川
村
刀
禰
解
」
と
題
さ
れ
る
、
表
１
＠
に
関
す
る
史
料
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

こ
の
争
い
は
そ
も
そ
も
は
澄
周
と
能
春
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
、
相
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
管
川
村
田
畠
を

両
者
は
ど
の
よ
う
な
形
で
入
手
し
た
の
か
、
そ
の
伝
来
経
過
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
事
件
の
裁
定
を
任
せ
ら
れ
た
興
福

箸
川
村
刀
禰
等
解
申
請
御
下
文
事

壱
紙
被
載
下
給
故
兼
道
男
女
子
共
相
論
田
畠
可
弁
定
言
上
事

〈
女
）

（
中
略
）
故
兼
道
所
領
醤
川
田
畠
男
女
子
共
相
論
、
男
高
末
者
未
処
分
所
号
可
領
知
之
由
、
圭
冗
与
於
澄
周
院
、
如
姉
子
者
、
称

自
得
分
所
渡
給
於
能
春
、
是
以
澄
周
院
与
能
春
之
相
論
者
、
只
高
末
与
姉
子
相
論
不
切
所
致
而
已
、
彼
兄
弟
相
論
絶
者
、
此
二

人
訴
止
者
、
（
中
略
）
抑
管
川
村
田
畠
号
父
未
処
分
之
処
、
高
末
更
不
可
進
退
、
実
為
姉
子
之
得
分
也
、
（
下
略
）

蝋
詞
者
、
依
院
宣
、
上
啓
如
件
、

「
秤
水
元
年
」

（
光
圧
）

八
月
五
日
権
右
中
弁
（
花
押
）
泰

進
上
前
大
僧
正
御
一
男
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平安期の進退・進止について
寺
に
よ
っ
て
、
事
実
関
係
の
調
査
が
現
地
の
管
川
村
刀
禰
に
依
頼
さ
れ
た
。
こ
の
史
料
は
、
そ
れ
に
対
す
る
管
川
村
刀
禰
の
解
答
で

あ
る
。
⑫
に
関
す
る
史
料
は
そ
れ
を
受
け
て
の
裁
定
結
果
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
管
川
村
刀
禰
の
解
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
澄

周
と
能
春
へ
の
伝
来
経
過
に
関
し
て
、
高
末
は
当
該
田
畠
を
領
知
し
澄
周
に
「
売
与
」
し
た
と
し
、
姉
子
は
得
分
と
称
し
能
春
に
「
渡

給
」
し
た
と
す
る
が
、
箸
川
村
刀
禰
は
後
者
の
主
張
に
理
あ
り
と
し
た
。
傍
線
部
分
に
あ
る
よ
う
に
、
高
末
の
進
退
が
否
定
さ
れ
、

姉
子
の
得
分
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
得
分
を
入
手
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
進
退
の
意
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
⑭
は
「
鳥
羽
天
皇
宣
示
案
」
に
あ
り
、
次
の
よ
う
な
史
料
で
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

鴨
社
は
蓼
倉
郷
神
戸
田
か
ら
の
応
輸
物
を
も
っ
て
神
事
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
作
手
等
が
対
桿
す
る
の
で
朝
廷
に
訴
え
出
、

既
に
長
元
年
中
に
宣
旨
を
得
た
。
そ
の
こ
と
が
惟
明
の
解
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
進
止
の
内
容
は
要
す
る

に
応
輸
分
を
鴨
社
が
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
不
輸
神
領
と
し
て
進
止
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
褐
記
し
て
い
な
い
が
、

そ
の
後
、
さ
ら
に
「
官
物
以
下
杜
役
」
を
対
梶
す
る
輩
の
作
田
に
対
し
榊
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
河
合
社
祝
伊
光
が
そ
れ
を
抜
き
取
っ

応
令
山
城
国
拒
桿
使
検
非
運
便
、
召
問
対
桿
謎
、
注
進
由
緒
、
鴨
御
祖
祝
鴨
県
主
惟
明
訴
申

当
社
領
蓼
倉
郷
中
作
有
限
神
戸
田
、
同
意
河
合
社
祝
同
伊
光
、
致
濫
妨
、
取
失
御
榊
押
作
事

副
下
対
桿
輩
交
名
壱
通

右
、
得
惟
明
今
月
十
五
日
解
状
一
作
、
謹
検
案
内
、
去
寛
仁
年
中
自
被
奉
北
辺
皇
大
神
之
後
、
以
其
応
輸
物
、
勤
仕
月
次
神
事
宛

用
日
次
供
膳
、
而
作
手
等
或
募
権
門
勢
力
、
・
施
私
威
耀
、
全
不
従
社
役
之
時
、
注
子
細
経
奏
聞
剋
、
於
帯
三
代
国
司
与
判
公
験

者
、
弁
済
社
家
地
利
、

（
下
略
）

不
可
止
作
手
、
於
不
帯
判
田
地
者
、
為
不
輸
神
領
、
可
為
杜
進
止
之
由
、
長
元
年
中
重
被
下
宣
旨
畢
、

１
１
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は
、
こ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
ま
だ
ま
だ
多
く
存
在
す
る
。
⑬
で
は
、
「
右
油
山
、

知
、
自
今
以
後
、
随
彼
宮
進
退
、
不
可
疎
略
」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
油
山
脹

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
⑳
で
は
、
「
件
坪
坪
田
本
自
寺
家
司
不
知
行
、
唯
五
師
大
命

者
錐
為
寺
領
、
範
俊
先
祖
相
伝
庄
也
、
設
横
錐
可
執
行
蔓
茶
羅
寺
、
於
相
伝
庄
者
、
専
任
意
不
可
進
退
」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ
る
が
、

庄
之
内
、
為
一
郷
不
入
勘
検
田
使
、

を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
会
（
御
斎
会
）
を
勤
仕
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
執
行
が
進
退
と
並
置
さ
れ
て

い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
と
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
⑳
で
は
、
「
件
高
庭
里
母
底
両
里
錐
有
当
郡
内
、
春
宮
大
夫
殿
御
領
富
坂
御

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
「
兼
又
大
和
国
字
小
泉
庄
差
遣
数
多
使
者
、
検
封
所
納
之
物
、
責
陵
住
人
」
（
傍

線
筆
者
）
と
い
う
義
範
の
行
動
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
所
納
物
の
検
封
が
進
退
の
一
内
容
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

さ
ら
に
は
、
⑮
で
は
、
「
男
禅
師
如
私
領
進
退
、
於
年
貢
者
、
令
進
納
寺
家
、
至
干
余
事
者
、
只
任
心
之
由
」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ

り
、
年
貢
を
寺
家
に
進
納
し
、
年
貢
以
外
の
余
事
を
自
由
に
処
理
し
得
る
こ
と
が
こ
こ
で
の
進
退
の
内
容
で
あ
っ
た
。
⑰
で
は
「
又

嘉
一
ｌ

杣
工
一
元
来
被
免
雑
役
畢
、
是
以
家
地
井
寺
奴
、
共
非
国
掌
之
進
止
也
」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
雑
役
免
が
国
司
の
進
止
と
の
関
連
で

て
し
ま
う
と
い
う
事
件
が
発
生
す
る
。
鴨
社
が
進
止
す
る
神
戸
田
に
対
す
る
関
心
は
、
も
っ
ぱ
ら
社
役
・
地
利
の
確
保
に
あ
っ
た
と

し為
寺
家
進
退
、
経
数
百
歳
、
更
無
牢
籠
、
廼
任
素
懐
令
備
進
燈
花
」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
⑮
ａ
で
は
、
「
当
庄
者
是
寺
僧
戒
和
上
戒
寵
去
天
暦
年
中
、
以
私
領
田
畠
、
所
施
入
件
燈
明
供
花
料
也
、

は
不
入
の
荘
園
と
し
て
、
進
退
す
る
権
限
の
な
い
国
郡
は
、
臨
時
雑
役
等
を
課
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
⑬
に
は
、
「
次
小
泉
庄

日
、
大
衆
集
会
食
堂
、

い
、
え
レ
ヰ
フ
。

こ
の
よ
う
に
、
進
退
・
進
止
の
具
体
的
内
容
は
収
益
と
い
う
面
に
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に
示
す
史
料

⑮
ａ
で
は
、
「
当
庄
者
是
寺
僧
戒
和
上
戒
寵
去
天
暦
年
中
、
以
私
領
田
畠
、
所
施
入
件
燈
明
供
花
料
也
、
蕨
後
偏

一
百
歳
、
更
無
牢
寵
、
廼
任
素
懐
令
備
進
燈
花
」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
燈
明
供
花
料
を
得
る
こ
と
が
進
退
の
具

悉
以
見
沽
納
直
物
、
勤
仕
会
事

随
則
無
進
退
国
郡
、
何
況
乎
臨
時
雑
役
切
物
充
負
哉

L＿

・
知
行
、
唯
五
師
大
衆
一
向
所
進
退
執
行
也
、
即
為
毎
年
事
、
以
二
月
廿
五

（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
「
十
五
箇
坪
坪
田
」
の
進
退
と
は
「
見
沽
納
直
物
」

「

【
油
山
、
彼
宮
燈
分
令
奉
給
已
畢
、
佃
所
仰
如
件
、
山
司
宜
承

油
山
に
対
す
る
進
退
と
は
、
要
す
る
に
そ
こ
か
ら
燈
分
を
得

」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
高
庭
母
底
両
里
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平安期の進退・進止について
体
的
内
容
で
あ
っ
た
。
⑪
で
は
、

沙
汰
人
、
倒
矧
制
澗
週
御
剰
罰
、
不
可
有
憾
怠
之
状
如
件
」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
「
年
貢
を
備
進
必

内
容
で
あ
っ
た
。
⑮
ａ
で
は
、
「
諸
寺
諸
社
之
領
者
、
各
為
本
所
之
週
山
、
不
能
領
主
之
任
意
、
何
況

（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
収
益
と
の
密
接
な
関
連
を
示
し
て
い
る
。
⑥
ｂ
で
は
、
「
当
御
牧
者
、
牧
内
加
納
相
交
、
難
所
役
異
、
皆
是

殿
下
政
所
御
週
山
也
、
錐
有
領
主
、
制
村
梱
側
到
詞
綱
劇
、
ロ
ハ
所
募
加
地
子
許
也
」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
こ
の
場
合
の
進
止
の

具
体
的
内
容
は
、
領
主
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
公
事
雑
事
の
収
納
で
あ
っ
た
。

進
退
・
進
止
と
収
益
の
関
連
を
示
す
例
は
、
ま
だ
ほ
か
に
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思
う
が
、
さ
し
あ
た
り
一
見
明
白
な
も
の
の
み

を
以
上
列
挙
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
進
退
・
進
止
は
本
質
的
に
収
益
と
深
い
係
わ
り
を
も
っ
た
概
念
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
そ
の

よ
う
な
収
益
物
を
直
接
の
対
象
と
し
て
進
退
・
進
止
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
現
象
に
も
つ
な
が
る
。
前
節
で
述
べ
た
進
退
・
進
止
の

対
象
の
う
ち
、
（
ト
）
国
家
的
・
領
主
的
収
納
物
、
お
よ
び
（
チ
）
国
家
的
支
給
物
は
、
多
く
の
場
合
結
局
の
と
こ
ろ
田
地
等
か
ら
の

収
益
の
取
得
に
帰
着
す
る
こ
と
が
多
い
。
土
地
法
上
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
そ
れ
ら
の
進
退
・
進
止
は
、
そ
の
最
も
本
質
的
な
用
法

に
通
ず
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
最
後
に
、
あ
る
意
味
で
は
進
退
の
内
容
を
総
括
的
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
＠
の
用
例
を
掲
げ
よ

う
。
そ
れ
は
、
「
讃
岐
国
蔓
茶
寺
僧
善
芳
解
案
」
と
題
さ
れ
る
、
次
の
史
料
に
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。

（
前
略
）

右
、
件
寺
領
之
内
、
従
本
為
永
年
寺
領
琴
、
更
無
他
妨
、
而
件
行
遠
押
作
天
毎
年
仁
判
地
子
不
弁
申
、

件
田
、
佃
注
事
状
、

（
後
略
）

以
解
、

日
吉
社
に
寄
進
さ
れ
た
宇
田
河
庄
に
つ
い
て
、
「
偏
本
社
進
止
也
、
於
今
者
任
寄
文
旨
、
□
心
豪
為

ｌ

不
可
有
僻
怠
之
状
如
件
」
（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
年
貢
を
備
進
せ
し
め
る
こ
と
が
進
止
の
具
体
的

叩
行
遠
押
作
天
毎
年
仁
判
地
子
不
弁
申
、
価
今
年
寺
家
耕
作
弁

、
例
言
上
如
件
、
望
請
留
守
所
裁
、
任
郡
司
所
定
、
被
裁
下

回
例
割
濁
勤
到
臨
時
之
課
役

乎
些
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以
上
、
土
地
法
上
に
お
け
る
進
退
・
進
止
と
い
う
概
念
の
内
容
に
つ
い
て
、
石
井
氏
の
所
論
の
検
討
を
行
な
い
つ
つ
述
べ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
土
地
法
上
に
お
い
て
、
進
退
・
進
止
が
不
動
産
の
私
法
的
処
分
権
を
含
む
こ
と
は
全
く
あ
り
得
ず
、
そ
れ
は
本
質
的
に

は
不
動
産
の
使
用
・
収
益
権
を
意
味
し
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。

な
す
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
寺
領
田
の
地
子
を
行
遠
が
毎
年
「
弁
申
」
し
な
い
た
め
、
今
年
は
寺
家
が
耕
作
し
地
子
を
「
弁
申
」
す
べ
く
、

（
８
）

他
人
に
寺
領
田
を
充
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
行
遠
に
寺
領
田
を
進
退
せ
し
め
な
い
こ
と
に
し
、
そ
の
旨
を
留
守
所
に
一
一
一
口
上
、
そ
の

裁
下
を
善
芳
は
請
う
た
の
で
あ
る
。
行
遠
が
否
定
さ
れ
た
進
退
の
内
容
は
史
料
に
直
接
に
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
が
、
行
遠
に
代
わ
っ

て
寺
家
の
取
ろ
う
と
し
た
行
動
か
ら
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
耕
作
し
地
子
を
弁
申
す
る
た
め
に
、
他
人
に
充
行
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
さ
に
耕
作
と
地
子
の
「
弁
申
」
が
進
退
の
直
接
的
内
容
で
あ
り
、
充
行
は
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
間
接
的
内
容
を

（
１
）
「
平
安
遺
文
」
二
八
四
二
号
に
は
、
や
は
り
僧
名
を
欠
い
た
座
主
前
権
大
僧
都
の
起
爾
文
案
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
同
一
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
天
台
座
主
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
「
天
台
座
主
記
」
（
「
群
瞥
類
従
」
四
輯
）
に
よ
る
と
四
八
代
権
僧
正
行
玄
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
「
僧

綱
補
任
」
（
「
大
日
本
仏
教
全
瞥
」
六
五
巻
）
に
よ
れ
ば
、
行
玄
は
長
承
四
年
（
’
一
三
五
）
に
権
大
僧
都
と
な
り
、
保
延
四
年
（
’
一
三
八
）
に
梅
僧
正

と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
久
寿
二
年
（
二
五
五
）
の
時
点
で
は
、
権
大
僧
都
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、

「
史
料
総
覧
」
巻
一
一
一
に
は
、
久
寿
元
年
（
’
一
五
四
）
正
月
一
三
日
に
行
玄
が
官
職
を
辞
せ
ん
と
し
た
が
却
下
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
一
一
一
月
一
一
一
日
に
は
大

僧
正
以
下
の
諸
鰔
を
辞
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
僧
官
の
表
記
が
統
一
を
欠
く
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
と
関
連
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
こ

の
座
主
は
天
台
座
主
と
関
係
な
い
か
ら
な
の
か
、
よ
く
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
文
書
の
発
給
者
で
あ
る
座
主
梅
大
僧
都
は
、
自
ら
を
「
子
」

と
称
し
て
お
り
、
行
海
律
師
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
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平安期の進退・進止について

平
安
期
に
お
け
る
進
退
・
進
止
に
つ
い
て
、
そ
の
用
例
を
広
く
一
般
的
に
考
察
し
、
様
々
な
主
体
や
対
象
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
み
た
上
で
、
そ
の
中
心
を
し
め
る
土
地
法
上
の
用
法
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
。
そ
の
結
果
、
用
益
に
関
す
る
知
行
に

対
し
、
進
退
・
進
止
は
広
義
の
意
味
で
の
処
分
を
内
容
と
す
る
観
念
で
あ
る
と
い
う
、
石
井
良
助
氏
の
説
と
は
全
く
正
反
対
の
理
解

に
至
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
平
安
期
に
お
い
て
は
知
行
よ
り
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
領
掌
・
領
知
こ
そ
が
広
義
の

（
５
）
「
平
安
遺
文
」
二
七
七
一
号
は
、
後
家
の
私
領
等
を
そ
の
子
が
譲
与
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
譲
状
案
で
あ
る
。
同
じ
く
補
三
一
七
号
に
は
、
後
家
領

地
の
売
人
に
嫡
子
の
名
が
み
え
る
。
ま
た
、
補
二
九
号
に
は
、
家
地
売
券
の
主
体
と
し
て
嫡
女
子
と
後
家
が
相
並
ん
で
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
補
四
○
七

号
に
お
い
て
は
、
嫡
男
と
後
家
が
一
緒
に
田
地
の
宛
行
を
し
て
い
る
。
名
義
上
は
後
家
が
領
掌
す
る
所
領
で
あ
っ
て
も
、
実
際
上
は
そ
の
子
、
と
く
に
嫡

子
が
管
理
・
支
配
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）
「
日
本
初
期
封
建
制
の
基
礎
的
研
究
」
一
九
一
頁
以
下
、
二
一
二
頁
以
下
。

（
７
）
「
日
本
古
文
書
学
講
座
」
３
古
代
編
Ⅱ
、
一
五
～
八
頁
。

（
８
）
こ
れ
は
実
質
的
に
は
、
改
易
あ
る
い
は
没
収
と
よ
く
似
た
現
象
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
平
安
期
に
お
い
て
は
、
進
退
・
進

止
の
内
容
と
し
て
改
易
・
没
収
そ
の
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

（
４
）
前
掲
論
文
一
三
頁
。

（
５
）
「
平
安
遺
文
」
二
七
・

（
２
）
こ
こ
で
い
う
処
分
は
、
所
領
・
財
産
の
相
続
に
関
し
て
行
な
わ
れ
る
措
置
の
こ
と
を
い
う
。

（
３
）
た
だ
し
、
進
止
と
領
掌
が
並
置
さ
れ
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
⑬
は
そ
の
唯
一
の
例
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
小
松
茂
美

『
平
家
納
経
の
研
究
』
研
究
編
上
、
五
○
五
・
六
頁
を
参
照
。

囚
む
す
び
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意
味
で
の
私
的
処
分
に
深
く
係
わ
っ
て
お
り
、
進
退
・
進
止
は
使
用
・
収
益
を
本
質
的
な
内
容
と
す
る
観
念
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
勿
論
、
石
井
氏
の
主
張
は
主
と
し
て
鎌
倉
期
の
史
料
を
根
拠
に
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
全
面
的
な
検
討

は
今
後
の
課
題
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
同
時
に
知
行
に
関
す
る
再
検
討
を
も
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
そ
の
後
の
展
開
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
江
戸
期
に
お
い
て
も
田
地
や
不
動
産
に
対
し
て
進
退
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
が
、

（
１
）

石
井
氏
は
そ
れ
を
用
益
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
石
井
氏
の
場
△
ロ
、
中
世
の
処
分
か
ら
近
世
の
用
益
へ
と
、
進
退
の
意
味
が
変
化
し

（
２
）

た
と
考
え
る
訳
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
変
化
は
、
江
一
戸
時
代
の
ご
く
初
期
に
生
起
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
石
井
氏

御壮健と御学問の完成を心からお祈り申し上げる。（３）
は
、
分
国
法
に
み
え
る
進
退
・
進
止
を
私
法
上
の
処
分
の
権
能
を
意
味
し
て
い
る
と
解
す
る
と
と
も
に
、
近
世
の
ご
く
初
期
に
お
い

（
４
）

て
収
納
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
進
退
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
歪
輌
じ
た
よ
う
に
、
平
安
期
に
お
け
る
進
退
・
進

止
の
土
地
法
上
の
観
念
が
使
用
・
収
益
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
進
退
・
進
止
の
本
来
的
な
意
味
が
、
形
を
変
え
て
江

戸
期
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
漢
語
本
来
の
去
就
と
い
う
意
味
で
の
進
退
が
今
日
に
ま
で
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
思
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
全
く
あ
り
得
な
い
こ
と
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
史
料
と
文
献
の
所
在
に
つ
い
て
本
学
文
学
部
の
棚
橋
光
男
氏
お
よ
び
東
北
学
院
大
学
法
学

部
の
伊
藤
一
義
氏
に
御
教
示
・
御
援
助
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
、
括
結
に
際
し
、
鈴
木
先
生
の
一
層
の

（
１
）
前
掲

（
２
）
同
右
、

（
３
）
同
右
、

（
４
）
同
右
、

「
江
戸
時
代
土
地
法
の
生
成
と
体
系
」
三
四
・
五
、
三
五
○
～
二
、
四
五
五
－
七
、
五
○
六
、
五
一
一
一
八
・
九
頁
等
を
参
照
。

三
九
・
四
○
頁
。

三
七
頁
。

七
三
・
両 ・
四
頁
。
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